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Ⅰ 教育委員会の所管事務に係る自己点検・評価について 

 

点検評価の概要 

 教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定により、毎年、教

育に関して学識経験者の知見を活用し、その権限に属する事務（教育長に委任された事務その

他教育長の権限に属する事務を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成することになっています。 

 そこで、西海市教育委員会においては、平成 28 年度における所管事務について、西海市教

育振興基本計画の施策体系に沿って、自己点検及び評価を行い、その報告書を作成しました。 

 

外部評価者の意見 

 点検・評価に伴う学識経験者の知見の活用にあたっては、次の２名の外部評価者より各分野

に関して、所見をいただきました。 

 

 橋川 文次 氏（元活水女子大学文学部教授） 

 中富 洋幸 氏（元西海市立大崎中学校校長） 

 

評価基準 

各施策の評価にあたっては、次の評価基準によりＡからＤのランク付けを行いました。 

ランク 評 価 基 準 

Ａ 
施策の目的、目標を達成するため、各種事業に取り組んでいる。施策の成果は目的水準

以上であることから、今後も積極的に施策を推進していく。 

Ｂ 
施策の目的、目標を達成するため、各種事業に取り組んでいる。施策の成果は一部未達

成の事業がある。今後も概ね現行の方法、手法等により推進していく。 

Ｃ 

施策の目的、目標を達成するため、各種事業に取り組んでいる。施策の成果は一部未達

成の事業もある。今後は、課題等を踏まえ、事業の対象や手法について見直しを図りな

がら展開していく。 

Ｄ 
施策の目的、目標を達成するための課題が多く、各種事業に取り組めないでいる。大幅

な事業の見直しを図る。 

 

教育委員会の取組み 

教育委員の活動に関しましては、委員が可能な限り研修会へ参加するなど、課題・検討事項

の解決、研究に積極的に取り組みました。「開かれた教育委員会」を目指し、委員会審議内容

の情報公開や情報発信により、積極的に説明責任を果たす必要があり、そのための活動内容の

充実や情報発信方法の検討が必要であると考えております。引き続き、教育委員会ホームペー

ジに会議開催予定及び議事録を公開するなど、効果的な情報発信に努めてまいります。 
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 一方、教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務に関しては、西海市教育方

針及びこれに基づく西海市教育振興基本計画の精神並びに施策に沿いながらも、しっかりと市

民のニーズに応えているかを検証しつつ、重要事業、優先事業の重点化した取組を行うべきで

あると考えています。 

 最後に、平成 21 年度に策定された第一期教育振興基本計画の終了に伴い、その成果と課題

を検証し新たに平成 28 年度に策定された第二期西海市教育振興基本計画の目標達成のために

も引き続きＰＤＣＡ（Plan-Do-Check-Action）サイクルの実践を重視しながら、本市教育行政

の一層の充実を図ってまいります。 

 

平成２９年１１月 

 

西海市教育委員会 
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Ⅱ 学識経験者による所見 

 

（橋川 文次氏） 

 

西海市教育委員会が平成 28 年度の所管事務について行った、自己点検及び評価に対する私

の所見を述べさせていただきます。 

  

 まず、総評として、本市教育委員会においては、平成 28 年度に策定された「第二期西海市総合

計画」に則して教育分野の施策の具現化に向けた取組に専念しておられるところである。また、そ

れと併せて、今年度は、昨年度（平成 28 年度）に取り組んできた教育活動の全体を振り返り、Ｐ

ＤＣＡサイクルの手法による自己点検・評価を通して、その成果を実感し、なお一層の向上を目指

して課題と今後の方向性を定められたところである。 

 ここ数年間における自己点検・評価報告書を拝見して、内容・実践の両面に充実と進歩が感じら

れる。その顕著なものについて多少触れてみたい。それは、物心両面にわたる専門性の導入と活用

である。一つには、「特別支援教育の充実」での専門機関・先進地（校）・研究グループ等、物的・

組織的教育資源の活用である。つぎに、「図書館ネットワークの整備」における県立図書館を中核

とした図書館システムの導入と活用である。さらには、「文化団体の支援活動の促進」における取

組である。本市の文化芸術面の振興を大きく支える文化協会の育成と連携に意を注いでいることで

ある。情報化の進展に伴い、教育の分野にもバーチャルな手法等の広がりが感じられる。このよう

な中、実物（本物）を通して学ぶ場、いわゆる「本物教育」の場を堅持する意味において、専門性

豊かな教育資源の導入と活用が強く求められる。本市教育行政の推進において、今後ともこの方向

性を目指して一層努力されることを期待する。 

 

 以下、特に指摘しておきたい項目について所見を述べたい。 

 

１．教育委員会事務局の執行事務 

(１) 生きる力をはぐくむ学校教育の実現 

① 能力や個性を伸ばす教育の推進 

○ 教育委員会が各学校での校内研修の場に積極的に出向き指導助言に当たり、校内研修の

活性化のため努力しておられる姿に敬意を表する。研究授業の実施率の向上とともに、授

業研究会の質的向上を図るよう一層の拡充を期待する。 

○ 小中学校学力検査委託事業の実施に当たっては、実施時間・実施学年の設定に前年度の

課題や方向性に基づく計画立案がなされ、経年分析結果の把握等、より実効性のある学力

向上対策が図られている。今後とも継続性のある実践となるものと期待される。また、こ

の成果が個々の教師の指導力向上の基盤となってきていることに敬意を表する。 

○ 本市における特別支援教育の充実に極めて深い感動を覚える。当該分野に携わる指導

者・関係者の資質向上に努めると共に、特別支援教育を「個を生かす、個に応じた教育」
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として捉えた幅広い教育観に立った研修への位置づけ等に敬意を表する。また、他市町の

専門機関の活用回数にもあるように、本市の特別支援教育の充実のために、いかに、当該

分野の高い専門性を取り込むかに向けての先導的な実践にも、重ねて敬意を表する。 

 

② 幼児期の教育の振興 

○ 幼児教育の重要性、特に、幼・保・小の連携による研修の推進が求められている。本市

においては、この主旨に即応して幼・保・小の指導者の連携による情報交換の場を設定さ

れており、敬意を表するところである。昨年度においても所見として述べたところである

が、この場が単なる情報交換にとどまるのではなく、教育要領・保育指針・学習指導要領

で求められている、めざす幼児像と本市の幼児の実態を重ね合わせて、そこに見えてくる

教育上、保育上の課題を見出し、その改善（実現）に向けた三者共通の目標（めあて）を

設定した研究実践へと発展されることを切望する。 

 

(２) いつでも、どこでも学べる生涯学習の推進 

① 学習環境の充実 

○ 本市における市民の読書活動推進においては、図書館システムの活用の周知、今後の継

続性を維持するための諸取組の策定、常に市民の側に重点を置いた一貫性のある施策の推

進を高く評価し、深く敬意を表する。特に、今年度においては、図書ボランティアの数の

確保や、より読書活動に精通した図書ボランティアの養成に着手しようとする意欲がみら

れる。養成講座等の実施に当たっては、専門機関のもつ人的・物的資源の活用を探ること

をすすめたい。県立図書館等をはじめとする各市町図書館の実施する行事や人材派遣の制

度等が活用できるのではないか、今後とも研究を深められることを期待したい。 

○ 貸し出し図書数の増加を図る方策として、公立図書館等から「身近に本を届ける支援サ

ービス」の一環としての移動図書サービス、団体貸出、学級文庫への貸出等の取組を実施

されたことは、図書館（室）と家庭・職場・学校・各種団体の親近感を生み市民の心に「わ

がまちの図書館」というイメージを育む有益適切なものと考える。今後の定着を期待する。 

 

② 人権・同和教育の推進 

○ 学校におけるいじめ問題への対応は、学校教育の根底となる基本的人権、人間の尊厳に

関わる重要な課題である。本市においてもいじめの状況の認知という言葉が大きく取りあ

げられるようになったことに敬意を表する。教師が子どもたちの日常生活の中に存在する

いじめの状況（構造）に対して、敏感に、温かく、正義感・公平感をもって接し、行動す

ること。そして、その状況の解消に向けて正面から取組ことが望まれる。本市の場合、全

ての事案について解消した旨の認識である。いじめの状況（構造）の的確な認知と同時に

求められることが、「何をもって解消」と判断するのか、確かな認識か、解消のためにと

った方策は十分であったか等である。教師が確かな、望ましい解消のために力量を身につ

け、指導実践に当たることが強く求められる。いじめを解消することが目的であるが、そ
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のための過程（プロセス）は確かなものであったかを十分に吟味しながらの実践を強く期

待する。 

 

(３) 地域を支える文化・芸術・スポーツの振興 

① 文化・芸術活動の推進 

○ 本市の文化活動推進の母体として、豊かな経験と行動力を発揮する文化協会の充実を図

るため、組織強化に努力されている姿に深く感動する。その方策として子どもや高齢者対

象の講座の開設、芸術鑑賞ツアーの実施、広報紙・機関誌の発行などに取り組み、本市に

おける文化協会の存在感、協会員としての誇りを鼓舞しようとする努力が顕著である。文

化面・芸術面の充実を通した本市の教育力の向上を強く期待したい。 

 

② 文化財の保存・活用 

○ 本市の文化財の保存と同時に、それらのもつ文化的・歴史的価値を発揮させる施策の一

つとして、「さいかいまるごと発見講座」の開催は、先導的な試みであると高く評価する。

今後とも、発掘（発見）・保存・活用のサイクルが、市民の心を捉えるものとなるよう効

果的に推進されることを期待する。 

 

 

平成２９年１１月１０日 
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（中富 洋幸氏） 

 

西海市教育委員会が平成 28 年度の所管事務について行った、自己点検及び評価に対する私

の所見を述べさせていただきます。 

 

 まず、総評として西海市教育委員会は平成 21 年度に西海市の自然や文化そして教育風土を生か

した教育の実現を目指し、「健康」と「協働」をキーワードにした西海市教育方針を基に「第一期

西海市教育振興基本計画」を策定しています。西海市の教育を取り巻く現状と課題を明らかにしな

がら、５つの重点政策及び主要施策を設定し、課題解決に向けて真摯に取り組んでいます。その取

り組みの基本的な考え方の１つとしてＰＤＣＡサイクル（計画・実行・検証・改善）が実践されて

いることにも敬意を表します。 

 平成 28 年度は前述の「第一期西海市教育振興基本計画」の最終年度であります。そして、その

成果と課題を検証し、次の「教育振興基本計画」が既に策定されています。この８年間、西海市教

育委員会は「西海市教育振興基本計画」に沿って、年次的に計画を推進し、施策目標を実現させよ

うとする真摯で根気強い取り組みが推察されます。この間、子どもたちを取り巻く教育環境は大き

く変わっています。西海市でも少子化に伴う学校数の減少や教育活動の制限、インターネットやス

マホ等情報機器の普及に伴う生活環境の変化そして社会や家庭の子どもに対する教育力の低下な

どが課題としてあがっています。また反面、学力の向上や国際化・グローバル化への対応など子ど

もたちへの社会の期待も大きくなっています。西海市教育委員会には、第一期教育振興基本計画の

取組と成果を検証し、西海市教育方針のさらなる実現に向けて、第二期教育振興基本計画の真摯な

取組を期待しています。 

「西海市教育振興基本計画」の策定に関わったものの一人として、私の所見が今後の西海市の教

育活動の推進に少しでも役立てば幸いです。 

 

 以下、特に指摘しておきたい項目について所見を述べます。 

  

１．教育委員会の活動及び管理執行事務 

○ 「開かれた教育委員会」を目指し、西海市ホームページや西海市広報で委員会審議内容や活

動状況等を地域に情報公開・発信することは委員会の活動状況や教育行政の課題が地域と共有

でき、施策等の推進につながると期待できます。また各学校においても全ての学校でホームペ

ージが開設、更新され、教育活動を地域に発信していることは有意義なことです。 

○ 第一期西海市教育基本計画が終了することに伴い、次の西海市教育基本計画の策定のため、

策定委員会が定期的に開催され、成果と課題を検証し、西海市教育方針の実現に向けて、新た

な取り組みがなされています。 

２．教育委員会事務局の執行事務（教育委員会から教育長が委任されている事務） 

(１) 生きる力をはぐくむ学校教育の実現 

① 能力や個性を伸ばす教育の推進 
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○ 特別支援教育補助員の配置については目標が達成されています。指導や関わりを必要と

する児童生徒には大きな力となっています。このことは他の児童生徒や教職員にとっても

有意義であり、教員が児童生徒と向き合う時間の増加にもつながっています。今後も必要

な支援員の配置を期待します。また、昨年度から開設された鶴南特別支援学校高等部西彼

杵分教室との連携についても積極的な取り組みを期待します。 

○ 特色ある学校づくりの推進については、地域の特性、学校規模等に応じて、西海市の学

校は「開かれた学校づくり」「信頼される学校づくり」の観点からそれぞれで実践され、

成果を上げています。その中で地区学校評価委員会の活動は他の市町村に先駆けて実践さ

れてきた取り組みです。昨年度も計画的に学校訪問が実施されていますが、学校支援会議

やコミュニティスクールとの兼ね合いなど、検証し、その活動を明確にする必要がありま

す。 

○ 小中連携、中高一貫教育の推進については、その取組が移管されたため評価がされてい

ませんが、小中連携、中高連携は生徒指導上不可欠です。定期的で継続的な連携の取り組

みで、児童生徒の理解を共有すると共に共通した指導が保護者や地域の理解にもつながる

と期待されます。 

 

② 豊かな心と教育規範の育成 

○ 不登校児童生徒の数が増加傾向にありますが、心の教室と適応指導教室は特別な関わり

を必要とする児童生徒、不登校児童生徒や保護者にとっては、貴重な場であり大きな力と

なっています。今後も相談員や指導員の配置を確保し、その活動の充実に期待します。 

 

③ 健康で安全な学校教育の実現 

○ 少子化に伴い、学校数と生徒数の減少と共に配置教員の減少により、中学校の部活動の

編成、活動が困難になっている状況があります。その中で部活動の外部指導者の養成は学

校現場にとって、大変ありがたいことです。特に中学校教員は部活動の顧問としての活動

時間が多く、本来の活動（授業、生徒指導等）への支障も出ています。部活動のあり方に

ついても検証が必要です。 

○ 学校給食での西海市産の農業産物の使用率がさらに低下しています。天候や価格等の面

で影響があるのではないかと思いますが、西海市の生産者の支援のためにも補助等の支援

など改善を期待します。また、学校給食適正化計画策定委員会が設置されたことは有意義

なことです。 

 

④ 教職員の資質の向上 

○ 教職員研修が計画通り実践されています。また、本年度も教職員の過度な負担にならな

いよう研修内容や回数が配慮されていることは大切なことです。また、教育研究会との連

携がとれていることも、教職員にとっては有用なことです。ただ、生徒指導や学力向上の

ためにもさらに教職員が児童生徒と向き合う時間の確保も必要であると感じています。 
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(２) いつでもどこでも学べる生涯学習の推進 

① 学習環境の充実 

○ 図書館ネットワークが整備され、その活動や成果がＡ評価であるのに対して図書ボラン

ティアや図書利用者の評価が下がっていることが気にかかります。読書の推進と共に公立

図書館（室）を市民に幅広く知ってもらい、関心を持たせる取り組みも必要であると感じ

ます。 

○ 公民館活動の活性化において、公民館連絡会議の開催や利用者数が目標数値に対して低

いようです。具体的な取り組みの検討が必要です。例えば、子どもの居場所づくりとの連

携を図ることも考えられます。 

 

(３) 安心・安全を確保する教育環境の構築 

① 安心・安全を確保する教育環境の実現 

○ 子どもたちの居場所づくりとして、「放課後子ども教室」と「土曜学習」が継続され、

その内容や参加者数が増加していることを高く評価します。「放課後子ども教室」は学習

時間の確保や学力の向上等にもつながるのではないでしょうか。また、公民館の活用も考

えられます。さらに目標に沿って、地域や学校でできること、保護者が期待することなど

を明確にしながら、進めることを期待しています。 

 

② 学校施設の質的改善 

○ 学校適正化が年次的に進められています。第一期西海市教育振興基本計画が終わったと

ころでしっかりとした検証が必要ではないでしょうか。地域や保護者の考えと共に学校現

場の学校運営上や児童生徒の変容など総合的に検証し、その成果と課題を明らかにしなが

ら、改善を図っていくことが次期計画にも生かされるのではないかと考えます。 

○ 学校の情報化の充実については、各学校とも校務用パソコンやＩＣＴ化に伴う周辺機器

が整備され、各教科でデジタルコンテンツ等が授業で使用され、授業の改善に役立ってい

ます。今後は小中連携して使用機器や使用内容などの共通理解をしていくことも必要にな

ってくると考えます。 

 

(４) 地域を支える文化・芸術・スポーツの振興 

① 文化・芸術活動の推進 

○ 大島文化ホールが大規模改修され、文化振興の拠点として大いに活用されることを期待

しています。西海市文化協会の活動として、芸術鑑賞ツアーが計画され、盛会に終わった

と聞いています。各団体の発表会だけでなく、市民を取り込む様々な計画がなされること

は有意義なことです。 

 

② 活力あるスポーツの振興 

○ 昨年度も同じ意見を述べましたが、大瀬戸プールが水泳教室等工夫しながら使用されて
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います。ただ、使用できる期間や使用年齢層が限定され、利用率が低いのが現実です。抜

本的な改造が必要です。膨大な予算を伴うことで困難な面もありますが、温水化だけでな

く、他の施設と共有して、住民特に高齢者の憩いの場となることを期待します。 

  

 

平成２９年１１月１０日 
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Ⅲ 自己点検・評価一覧表 

 

 

 

 １ 教育委員会の活動状況について 
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中項目 小項目 28年度 27年度 内容等 

１ 教育委員

会の構成 

① 構成数 5人 5人 
うち、小中学校の保護者 

1名 

② 平均年齢 61歳 60歳 

57歳・1名、58歳・1 名 

60歳・1名、64歳・1 名 

68歳・1名 

平均年齢 61歳 

（平成 29年 3月 31日現在） 

③ 性別 
男性 2名 

女性 3名 

男性 2名 

女性 3名 
 

２ 教育委員

会会議の運

営及び情報

発信 

① 会議開催数 14回 13回 
定例教育委員会を 12回、臨時教育委

員会を 2回開催した。 

② 会議傍聴者数 10人 13人 

教育委員会会議の開催について、市

広報誌、教育委員会ホームページ上

に掲載するなど会議開催の周知を図

った。 

③ 議事録の公表

状況 
14件 13件 

教育委員会会議録をホームページで

公開した。 

３ 市長との

連携 

① 意見交換会の

状況 
2回 2回 

6/29、10/24 に総合教育会議を開催

し、市長との意見交換を実施した。 

４ 教育機関

等との連携 

① 学校への訪問 28回 13回 

別紙のとおり、28回の学校訪問を行

い、延べ数で 67名の教育委員の出席

があった。 

② その他社会教

育施設への訪問 
0回 0回  

③ 長崎県教育委

員会との意見交

換 

2回 2回 
別紙のとおり、県内で開催された 2

回の研修会に延べ 8名参加した。 

５ 教育委員

の自己研鑽 

①  研修会への

参加状況 
3回 2回 

別紙のとおり、県主催の大会に参加

した。 
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幼稚園・小中学校訪問状況 

年 月 日 曜日 学 校 名 参加委員数 備 考 

平成 28年 4月 6日 水 西海小学校開校式 2名 開校式 

平成 28年 4月 7日 木 市内小学校 5名 入学式 

平成 28年 4月 7日 木 市内中学校 5名 入学式 

平成 28年 4月 11日 木 大島幼稚園 2名 入園式 

平成 28年 5月 15日 日 市内中学校 2名 体育祭 

平成 28年 5月 22日 日 市内小学校 2名 運動会 

平成 28年 6月 5日 日 市内小学校 1名 運動会 

平成 28年 9月 4日 日 大崎中学校 2名 体育祭 

平成 28年 9月 25日 日 平島小中学校 1名 運動会 

平成 28年 9月 29日 木 崎戸小学校 4名 学校訪問 

平成 28年 10月 2日 日 大島幼稚園 2名 運動会 

平成 28年 10月 9日 日 西彼中学校 1名 学習発表会 

平成 28年 10月 12日 水 西海中学校 5名 学校訪問 

平成 28年 10月 30日 日 大崎中学校 1名 学習発表会 

平成 28年 10月 31日 月 西海北小学校 5名 学校訪問 

平成 28年 11月 9日 金 平島小中学校 3名 学校訪問 

平成 28年 11月 10日 木 西海小学校 1名 ふれあいフェスタ 

平成 28年 11月 13日 日 白似田小学校 1名 収穫祭 

平成 28年 11月 17日 木 大瀬戸小学校 1名 学習発表会 

平成 28年 12月 10日 土 大島幼稚園 1名 生活発表会 

平成 29年 1月 23日 月 大串小学校 3名 給食週間 

平成 29年 1月 25日 水 大崎中学校 1名 研究発表会 

平成 29年 2月 3日 金 大島東小学校 2名 春を迎える会 

平成 29年 2月 7日 火 西海東小学校 3名 
主権者教育 

（模擬選挙） 

平成 29年 3月 14日 火 大島幼稚園 2名 卒園式 

平成 29年 3月 15日 水 市内中学校 4名 卒業式 

平成 29年 3月 15日 水 江島小中学校 1名 落成式 

平成 29年 3月 17日 金 市内小学校 4名 卒業式 

計 67名  
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長崎県教育委員会との意見交換 

年 月 日 曜日 研修会名称 参加委員数 備 考 

平成 28年 5月 24日 火 
長崎県市町村教育委員連絡協議会総

会及び研修会 
4名  

平成 28年 11月 18日 金 長崎県市町村教育委員研究大会 4名  

計 8名  

 

研修会への参加状況 

年 月 日 曜日 研修会名称 参加委員数 備 考 

平成 28年 5月 24日 火 
長崎県市町村教育委員連絡協議会総

会及び研修会 
4名  

平成 28年 10月 20日 

     ～ 21日 

木 

金 

九州都市教育長協議会定期総会及び

研修大会 
1名  

平成 28年 11月 18日 金 長崎県市町村教育委員研究大会 4名  

計 9名  

 

その他の活動状況 

年 月 日 曜日 内  容 参加委員数 備 考 

平成 28年 4月 22日 金 

長崎県市町村教育委員会連絡協議会

合同理事会及び県・市町教育委員会合

同会議 

1名 

 

平成 28年 12月 19日 月 社会教育委員との意見交換会 5名  

計 6名  
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２ 教育委員会が管理・執行する事務について 
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中項目 
活動 

指標 
28年度 27年度 内容等 

１ 

教育に関する事務の管理

及び執行の基本的な方針

に関すること 

検討 

件数 
5件 11件 

西彼地区小学校適正配置（学

校統合）実施計画他 5件につ

いて審議した。 

２ 

教育委員会規則その他教

育委員会の定める規程の

制定又は改廃に関するこ

と 

検討 

件数 
35件 36件 

教育委員会規則 12件、訓令 9

件、告示 14件について制定改

廃を行った。 

３ 

教育委員会の所管に属す

る学校その他の教育機関

の設置及び廃止に関する

こと 

検討 

件数 
1件 0件 

平島中学校の休校について協

議を行った。 

４ 

教育委員会及び教育委員

会の所管に属する学校そ

の他の教育機関の職員の

任免その他の人事に関す

ること 

検討 

件数 
4件 4件 

市内小中学校教職員の人事異

動等について検討した。 

５ 

教育に関する事務の管理

及び執行の状況の点検及

び評価に関すること 

検討 

件数 
1件 1件 

教育委員会の自己点検・評価

について検討した。 

６ 

教育に関する歳入歳出予

算及び議会の議決を得る

べき事件に関する意見の

申し出に関すること 

予算 

関係 

検討 

件数 

7件 7件 
当初予算及び補正予算につい

て検討した。 

条例 

関係 

検討 

件数 

3件 8件 

西海市立学校給食共同調理場

適正化基本計画策定委員会条

例の制定の他 2 件の条例の提

案について検討した。 

その他 

検討 

件数 

0件 1件 平成 28年度該当なし。 

７ 
通学区域の決定又は変更

に関すること 

検討 

件数 
0件 0件 平成 28年度該当なし。 

８ 

教科用図書の採択及び教

材の取扱に対する方針を

定めること 

検討 

件数 
0件 1件 平成 28年度該当なし。 

９ 

県費負担に係る教職員の

任免その他の進退につい

て内申すること 

検討 

件数 
2件 0件 

市立小学校に勤務の教職員の

処分について検討した。 
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10 

教育委員会の所管に属す

る各種委員会の委員の任

命又は委嘱に関すること 

検討 

件数 
34件 27件 

西海市就学支援委員会委員、

西海市教科等指導員等の各種

委員会委員の委嘱について検

討した。 

11 
市文化財の指定又は解除

に関すること 

検討 

件数 
0件 0件 平成 28年度は該当なし。 

12 

学校その他の教育機関の

敷地の選定及び変更を決

定すること 

検討 

件数 
0件 0件 平成 28年度は該当なし。 

13 
1 件 1,000 万円を超える

事業計画に関すること 

検討 

件数 
1件 1件 

平成 28 年度に実施する大型

事業について検討した。 

14 

教育財産の取得及び処分

について市長に申出を行

うこと 

申出 

件数 
4件 7件 

教育財産の取得 1件、用途廃

止 3件について検討した。 

15 その他 
検討 

件数 
2件 1件 

全国学力・学習状況調査の結

果公表、教育文化スポーツ功

労表彰について検討した。 

 計  99件 105件  
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（参考）西海市教育委員会議案等一覧 

会議 種別 番号 件     名 結果 
中
項
目 

第４回 

定例会 

議案 第 39号 
西海市教育委員会教育長事務委任規則の一部を改正する規則の制

定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 40号 
西海市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令の制定につ

いて 

原案 

可決 
2 

議案 第 41号 
西海市教育委員会非常勤職員の任用に関する規程の一部を改正す

る訓令の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 42号 西海市奨学生選考委員会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 43号 西海市立小・中学校省令主任の任命について 
原案 

可決 
10 

議案 第 44号 西海市教科等指導員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 45号 西海市就学支援委員会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 46号 西海市いじめ等調査委員会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 47号 西海市社会教育委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 48号 西海市公民館長、主事及び書記の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 49号 西海市立図書館協議会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 50号 委員長の選挙について 
原案 

可決 
4 

議案 第 51号 委員長職務代理者の指定について 
取下

げ 
4 

報告 第 2号 平成 28年度教育委員会所管大型事業に係る事業計画について 
原案 

承認 
13 

第５回 

定例会 

 

議案 第 52号 西海市立学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 53号 西海市立小学校及び中学校における学校評議員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 54号 
西海市立小学校及び中学校における地区学校評価委員会委員の委

嘱について 

原案 

可決 
10 

議案 第 55号 西海市社会教育委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 56号 西海市公民館長、主事及び書記の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 57号 西海市公民館運営審議会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 58号 西海市立図書館協議会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 59号 
西海市学校・家庭・地域の連携協力推進事業運営委員会委員の委嘱

について 

原案 

可決 
10 

議案 第 60号 西海市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 61号 西海市教育振興基本計画策定委員会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 62号 
西海市小中学校適正配置等審議会（西彼地区審議会）委員の委嘱に

ついて 

原案 

可決 
10 
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議案 第 63号 
西海市小中学校適正配置等審議会（大崎地区審議会）委員の委嘱に

ついて 

原案 

可決 
10 

議案 第 64号 
議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（教育

費補正予算第１号） 

原案 

可決 
6 

議案 第 65号 
西海市中学校部活動補助金交付要綱の一部を改正する告示の制定

について 

原案 

可決 
2 

議案 第 66号 
西海市立小学校及び中学校に置ける学校評議員設置要綱の一部を

改正する告示の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 67号 
西海市立小学校及び中学校児童・生徒の通学費補助金交付要綱の一

部を改正する告示の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 68号 西海市教職員住宅使用規則の一部を改正する規則の制定について 
原案 

可決 
2 

議案 第 69号 
西海市教育委員会マイクロバス管理運行規定の一部を改正する訓

令の制定について 

原案 

可決 
2 

報告 第３号 平成 27年度教育費補正予算第６号について 
原案 

可決 
6 

第６回 

定例会 

議案 第 70号 西海市学校教育問題対策協議会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 71号 西海市結核対策委員会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 72号 西海市立学校給食共同調理場運営委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 73号 西海市社会教育委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 74号 
西海市学校・家庭・地域の連携協力推進事業運営委員会委員の委嘱

について 

原案 

可決 
10 

議案 第 75号 西海市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 76号 
全国学力・学習状況調査に係る西海市及び西海市立小・中学校の結

果公表について 

原案 

可決 
16 

議案 第 77号 教育財産の取得について 
原案 

可決 
14 

議案 第 78号 
西海市奨学資金貸付基金条例施行規則の一部を改正する規則の制

定について 

原案 

可決 
2 

報告 第４号 
西海市教育振興基本計画策定委員会委員の委嘱に係る専決処分の

承認について 

原案 

承認 
10 

第７回 

定例会 

議案 第 79号 
西海市通学路安全推進会議設置要綱の一部を改正する告示の制定

について 

原案 

可決 
2 

議案 第 80号 西海市通学路安全推進会議委員の委嘱及び任命について 
原案 

可決 
10 

議案 第 81号 西海市立学校給食共同調理場運営委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 82号 西海市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 83号 西彼地区審議会分科会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 84号 西彼地区小学校適正配置（学校統合）実施計画の決定について 
原案 

可決 
1 

議案 第 85号 
西海市教育委員会非常勤職員の任用に関する規程の一部を改正する

訓令の制定について 

原案 

可決 
2 

第８回 

定例会 

議案 第 86号 
西海市立幼稚園保育料徴収規則の一部を改正する規則の制定につ

いて 

原案 

可決 
2 

議案 第 87号 
西海市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する告

示の制定について 

原案 

可決 
2 
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議案 第 88号 
議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（教育

費補正予算第２号） 

原案 

可決 
6 

第９回 

定例会 

議案 第 89号 教育費財産の用途廃止について 
原案 

可決 
14 

議案 第 90号 
西海市スポーツ推進審議会への諮問について（西海市スポーツ振興

計画の策定について） 

原案 

可決 
1 

議案 第 91号 
西海市スポーツ推進審議会への諮問について（西海市社会体育施設

使用料改定について） 

原案 

可決 
1 

議案 第 92号 
西海市教育委員会事務局組織の一部を改正する規則の制定につい

て 

原案 

可決 
2 

議案 第 93号 
西海市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令の制定につ

いて 

原案 

可決 
2 

議案 第 94号 
西海市立学校財務事務取扱要領の一部を改正する訓令の制定につ

いて 

原案 

可決 
2 

第 10回 

定例会 

議案 第 95号 
西海市高等学校振興協議会活動費補助金交付要綱を廃止する告示

の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 96号 平成 27年度西海市教育委員会自己点検・評価について 
継続 

審議 
5 

第 11回 

定例会 

議案 第 97号 

議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（西海

市立学校給食共同調理場適正化基本計画策定委員会条例の制定に

ついて） 

原案 

可決 
6 

議案 第 98号 
議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（西海

市奨学資金貸付基金条例の制定について） 

原案 

可決 
6 

議案 第 99号 
議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（教育

費補正予算第３号） 

原案 

可決 
6 

議案 第 100号 教職員の処分について 
原案 

可決 
4 

第 12回 

定例会 

議案 第 96号 平成 27年度西海市教育委員会自己点検・評価について 
修正 

可決 
5 

議案 第 101号 西海市いじめ等調査委員会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 102号 西海市学校教育問題対策協議会委員の委嘱について 
原案 

可決 
10 

報告 第５号 平成 27年度西海市一般会計（教育費）決算承認について 
原案 

承認 
6 

第 1回 

定例会 

議案 第１号 西海市教育振興基本計画の策定について 
修正 

可決 
1 

議案 第２号 
西海市立学校給食共同調理場適正化基本計画策定委員会条例施行

規則の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第３号 西海市奨学資金貸付基金条例施行規則の制定について 
原案 

可決 
2 

議案 第４号 
西海市教育振興基本計画策定委員会条例施行規則の一部を改正す

る規則の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第５号 平成 28年度教育・文化・スポーツ功労被表彰者の決定について 
原案 

可決 
15 

第１回 

臨時会 

議案 第６号 
議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（西海

市立学校設定条例の一部を改正する条例の制定について） 

原案 

可決 
6 

議案 第７号 
議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（教育

費補正予算第４号） 

原案 

可決 
6 

議案 第８号 
議会の議決を経るべき議案についての意見の申し出について（平成

29年度教育費予算） 

原案 

可決 
6 

議案 第９号 教育財産の用途廃止について（教職員住宅） 
原案 

可決 
14 
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議案 第 10号 教育財産の用途廃止について（旧崎戸中学校ほか）） 
原案 

可決 
14 

議案 第 11号 
西海市教育委員会事務補助執行に関する規則の一部を改正する規

則の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 12号 西海市教職員住宅使用規則の一部を改正する規則の制定について 
原案 

可決 
2 

議案 第 13号 西海市立平島中学校の休校について 
原案 

可決 
3 

議案 第 14号 教職員の処分について 
原案 

可決 
4 

第２回 

定例会 

議案 第 15号 西海市スポーツ推進計画の策定について 
原案 

可決 
1 

議案 第 16号 
西海市立幼稚園保育料徴収規則の一部を改正する規則の制定につ

いて 

原案 

可決 
2 

議案 第 17号 
西海市離島高校生修学支援事業費補助金交付要綱の一部を改正す

る告示の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 18号 西海市奨学生選考要領制定について 
原案 

可決 
2 

第２回 

臨時会 

議案 第 19号 平成 29年度教職員人事異動について 
原案 

可決 
4 

議案 第 20号 教職員の処分について 
原案 

可決 
4 

第３回 

定例会 

議案 第 21号 西海市立学校医及び学校歯科医の委嘱について 
原案 

可決 
10 

議案 第 22号 西海市就学援助規則の一部を改正する規則の制定について 
原案 

可決 
2 

議案 第 23号 
西海市幼稚園通園費補助金交付要綱の一部を改正する告示の制定

について 

原案 

可決 
2 

議案 第 24号 
西海市私立幼稚園預かり保育支援事業費補助金交付要綱の一部を

改正する告示の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 25号 
西海市認定こども園預かり保育支援事業費補助金交付要綱の一部

を改正する告示の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 26号 
西海市高度へき地就学旅行費費補助金交付要綱の一部を改正する

告示の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 27号 
西海市立小学校及び中学校児童・生徒の通学費補助金交付要綱の一

部を改正する告示の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 28号 
西海市幼児教育あんしん支援事業補助金交付要綱の一部を改正す

る告示の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 29号 
西海市教育委員会非常勤職員の任用に関する規程等の一部を改正

する訓令の制定について 

原案 

可決 
2 

議案 第 30号 西海市教育委員会文書規程の一部を改正する訓令の制定について 
原案 

可決 
2 

議案 第 31号 
西海市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令の制定につ

いて 

原案 

可決 
2 
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３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務について 
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中
項
目
 

１
．
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
学
校
教
育
の
実
現
 

小
項
目
 

主
要
施
策
 

成
果
指
標
 

28
年
度
 

27
年
度
 

決
算
額
 

（
千
円
）
 

事
業
内
容
・
成
果
 

課
題
・
方
向
性
 

評
価
 

主
管
課
 

（
１
）
 

能
力
や
個

性
を
伸
ば

す
教
育
の

推
進
 

学
力
の
向
上
 

研
究
授
業
の
実
施
 

実
施
者
の
割
合
 

98
％
 

実
施
者
の
割
合
 

96
％
 

－
 

授
業
構
成
能
力
を
身
に
つ
け
、
個
に
応
じ
た

指
導
を
柔
軟
か
つ
多
様
に
取
り
入
れ
な
が

ら
、
基
本
的
な
内
容
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

各
学
校
で
校
内
研
修
を
行
っ
た
。
ま
た
、
教

育
委
員
会
事
務
局
と
し
て
も
、
各
学
校
の
校

内
研
修
に
出
向
き
、
指
導
助
言
を
行
う
こ
と

で
校
内
研
修
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

学
力
向
上
の
取
組
は
、
引
き
続
き
必
要
で
あ

る
。
 

西
海
市
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
推

進
の
た
め
、
各
学
校
の
研
究
授
業
の
実
施
率

を
高
め
、
授
業
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
小

中
学
校
間
の
連
携
強
化
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

「
夢
・
あ
こ
が
れ
・

志
」
モ
デ
ル
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
参
考
に
し

た
授
業
の
実
施
 

中
学
校
 

6
校
 

中
学
校
 

4
校
 

－
 

将
来
の
生
き
方
を
視
野
に
、「
夢
、あ

こ
が
れ
、

志
」
を
も
っ
た
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
、

計
画
的
な
進
路
指
導
や
職
場
体
験
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

「
夢
、
あ
こ
が
れ
、
志
」
を
も
っ
た
児
童
生

徒
を
育
成
す
る
た
め
に
、
計
画
的
な
進
路
指

導
や
職
場
体
験
等
に
取
り
組
む
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

子
ど
も
未
来
創
造
事

業
 

「
美
し
い
日
本
語
」

冊
子
印
刷
 

2,
70
0
部
 

講
演
会
参
加
者
 

40
0
人
 

「
美
し
い
日
本
語
」

冊
子
印
刷
 

2,
70
0
部
 

41
9 

学
習
や
生
活
の
基
本
と
な
る
言
葉
の
力
の
育

成
を
支
援
し
た
。
 

講
演
会
は

27
年
度
で
終
了
し
た
が
、「

美
し

い
日
本
語
」
冊
子
は
、
継
続
し
て
作
成
し
て

い
く
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

1
日
当
た
り
の
家
庭

学
習
時
間
 

小
学
校
低
学
年
 

47
分
 

小
学
校
高
学
年
 

83
分
 

中
学
生

79
分
 

小
学
校
低
学
年
 

43
分
 

小
学
校
高
学
年
 

80
分
 

中
学
生

70
分
 

－
 

児
童
生
徒
の
家
庭
学
習
時
間
の
確
保
に
つ
い

て
、
各
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携
し
、
家
庭
学

習
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

今
後
も
さ
ら
に
家
庭
学
習
時
間
の
確
保
を
目

指
す
。
 

学
習
時
間
が
減
少
か
ら
増
加
に
転
じ
て
き
た

が
、
引
き
続
き
西
海
市
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
を
推
進
し
、
各
学
校
が
家
庭
と

連
携
し
て
、
児
童
生
徒
の
家
庭
学
習
の
充
実

を
図
る
。
 

Ｂ
 

(Ｃ
) 

学
校
 

教
育
課
 

※
 
評
価
欄
の
括
弧
書
き
は
、
H2
7
評
価
実
績
（
以
下
、
同
じ
。）
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研
究
委
託
事
業
 

委
託
校
 

6
校
 

委
託
校
 

5
校
 

80
0 

国
語
科
研
究
（
小
学
校

1
校
）、

体
育
科
研
究

（
小
学
校

1
校
）、

道
徳
教
育
（
小
学
校

1

校
）、

中
高
一
貫
教
育
（
中
学
校

1
校
）、

外

国
語
活
動（

小
学
校

1
校
）、
算
数
科
研
究（

小

学
校

1
校
）
の

6
校
に
研
究
委
託
を
行
い
、

研
究
発
表
会
や
授
業
公
開
を
通
し
て
、
子
ど

も
の
学
力
向
上
と
教
員
の
資
質
向
上
が
図
ら

れ
た
。
 

外
国
語
活
動
（
小
学
校

1
校
）、

算
数
科
研
究

（
小
学
校

2
校
）、

道
徳
教
育
（
中
学
校

1

校
）、

キ
ャ
リ
ア
教
育
（
中
学
校

1
校
）、

の

5
校
に
研
究
委
託
を
行
い
、
研
究
発
表
会
や

授
業
公
開
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
学
力
向
上

と
教
員
の
資
質
向
上
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

小
学
校
学
力
検
査
委

託
事
業
 

対
象
児
童
数
 

59
4
人
 

対
象
児
童
数
 

22
4
人
 

80
9 

4
月
に
は
第

4
学
年
の
児
童
に
対
し
て
国
語

と
算
数
の

2
教
科
で
実
施
し
、
1
月
に
は
小

学
第

4、
5、

6
年
生
に
対
し
て
国
語
と
算
数

の
2
教
科
で
実
施
し
た
。
本
学
力
調
査
実
施

後
の
結
果
分
析
に
よ
り
、
前
年
度
ま
で
の
習

得
状
況
及
び
当
該
年
度
の
習
得
状
況
、
授
業

者
自
身
の
指
導
の
成
果
、
個
に
応
じ
た
指
導

の
あ
り
方
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
授
業
へ
の
改
善
に
寄
与
し
た
。
 

1
月
の
実
施
は
集
計
分
析
が
年
度
末
に
か
か

っ
た
た
め

12
月
実
施
と
す
る
。
ま
た
、
実
施

学
年
に
第

3
学
年
を
加
え
る
。
3
年
生
時
か

ら
結
果
分
析
を
確
実
に
行
い
、
習
得
状
況
、

授
業
者
自
身
の
指
導
の
成
果
、
個
に
応
じ
た

指
導
の
あ
り
方
等
を
明
確
に
把
握
し
、
い
か

に
実
効
性
の
あ
る
学
力
向
上
対
策
を
各
小
学

校
に
講
じ
さ
せ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。ま

た
、

経
年
分
析
を
行
う
た
め
に
も
本
学
力
調
査
の
 

実
施
学
年
、
教
科
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
確

実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

中
学
校
学
力
検
査
委

託
事
業
 

対
象
生
徒
数
 

41
6
人
 

対
象
生
徒
数
 

49
5
人
 

86
3 

4
月
に
は
中
学

1
年
生
の
生
徒
に
対
し
て
国

語
と
数
学
の

2
教
科
、
中
学

2
年
生
の
生
徒

に
対
し
て
英
語
の

1
教
科
で
実
施
し
、
1
月

に
は
中
学

1、
2
年
生
に
対
し
て
国
語
と
数
学

の
2
教
科
で
実
施
し
た
。
本
学
力
調
査
実
施

後
の
結
果
分
析
に
よ
り
、
前
年
度
ま
で
の
習

得
状
況
及
び
当
該
年
度
の
習
得
状
況
、
授
業

者
自
身
の
指
導
の
成
果
、
個
に
応
じ
た
指
導

の
あ
り
方
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
授
業
へ
の
改
善
に
寄
与
し
た
。
 

1
月
の
実
施
は
集
計
分
析
が
年
度
末
に
か
か

っ
た
た
め

12
月
実
施
と
す
る
。
ま
た
、
中
学

1、
2
年
生
の
実
施
教
科
に
英
語
を
加
え
る
。

1
年
生
時
か
ら
結
果
分
析
を
確
実
に
行
い
、

習
得
状
況
、
授
業
者
自
身
の
指
導
の
成
果
、

個
に
応
じ
た
指
導
の
あ
り
方
等
を
明
確
に
把

握
し
、
い
か
に
実
効
性
の
あ
る
学
力
向
上
対

策
を
各
中
学
校
に
講
じ
さ
せ
る
か
が
課
題
で

あ
る
。
ま
た
、
経
年
分
析
を
行
う
た
め
に
も

本
学
力
調
査
の
実
施
学
年
、
教
科
を
変
更
す

る
こ
と
な
く
確
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

－23－



 

 

 
 

要
保
護
児
童
・
生
徒

就
学
援
助
費
 

認
定
者
数
 

小
学
生
 
15

名
 

中
学
生
 
13

名
 

認
定
者
数
 

小
学
生
 
17

名
 

中
学
生
 
 7

名
 

36
5 

要
保
護
家
庭
の
修
学
旅
行
費
及
び
医
療
費
の

補
助
を
行
う
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の
教
育

振
興
及
び
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
っ
た
。
 

国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、
制
度
に
基
づ
い
て

適
正
に
執
行
し
、
安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

準
要
保
護
児
童
・
生

徒
就
学
援
助
費
 
 

認
定
者
数
 

小
学
生

13
5
名
 

中
学
生

10
4
名
 

認
定
者
数
 

小
学
生

13
9
名
 

中
学
生
 9
2
名
 

23
,9
61
 

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
必

要
な
援
助
を
行
っ
た
。
 

国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
要
保
護
の
制
度
に
準

じ
て
行
な
う
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
特
別
支
援
教
育

の
充
実
 

特
別
支
援
教
育
研
修

会
の
受
講
者
数
 

受
講
者
数
  
 4
7
人
 

小
学
校
 
 2
0
人
 

中
学
校
  

10
人
 

幼
稚
園
  

17
人
 

受
講
者
数
 
58

人
 

小
学
校
 
 3
3
人
 

中
学
校
  

9
人
 

幼
稚
園
  

13
人
 

こ
ど
も
課
  
 3

人
 

－
 

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
担
任
、
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
市
雇
用
の

学
習
支
援
員
及
び
特
別
支
援
教
育
補
助
員
対

象
の
研
修
会
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
全
て

の
教
職
員
対
象
の
夏
季
研
修
会
と
し
て
、
幼

稚
園
・
保
育
所
等
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
特

別
支
援
教
育
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た
。
い
ず

れ
も
、
特
別
支
援
学
校
か
ら
講
師
を
招
き
本

市
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
講
義
を
位
置
づ
け
、

指
導
及
び
支
援
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

特
別
支
援
学
級
担
任
及
び
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
学
習
支
援
員
等
の
専
門

性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
を
充
実
さ
せ
、
児

童
生
徒
の
指
導
に
生
か
す
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

特
別
支
援
教
育
補
助

員
の
配
置
数
 

補
助
員
 

19
名
 

補
助
員
 

18
名
 

18
,6
58
 

児
童
生
徒
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
担

任
や
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

連
携
し
な
が
ら
、
意
図
的
・
計
画
的
な
校
内

の
支
援
を
可
能
に
す
る
た
め
、
学
習
支
援

員
・
特
別
支
援
教
育
補
助
員
を
大
島
幼
稚
園

お
よ
び
小
・
中
学
校
に
配
置
し
た
。
 

各
学
校
の
実
態
把
握
に
努
め
、
状
況
等
に
応

じ
て
適
切
に
配
置
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

他
市
町
の
専
門
機
関

の
活
用
回
数
 

活
用
回
数
 
68

回
 

幼
稚
園
  
 
1
回
 

就
学
相
談
 
2
回
 

小
学
校
 
 
38

回
 

中
学
校
  

21
回
 

研
修
会
 
 
6
回
 

活
用
回
数
 
66

回
 

幼
稚
園
 
  
2
回
 

就
学
相
談
 
2
回
 

小
学
校
 
 
42

回
 

中
学
校
  

15
回
 

研
修
会
 
 
5
回
 

－
 

特
別
支
援
学
校
、
教
育
セ
ン
タ
ー
等
の
教
育

機
関
が
実
施
す
る
支
援
事
業
を
活
用
し
た
研

修
会
や
、
教
育
支
援
チ
ー
ム
を
活
用
し
た
相

談
会
を
実
施
し
、
そ
の
後
の
効
果
的
な
支
援

等
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

就
学
前
幼
児
・
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
や
特

性
理
解
、
適
切
な
支
援
内
容
、
き
め
細
か
な

就
学
相
談
に
向
け
、
専
門
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
。
 

Ａ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

－24－



 

 

 
 

就
学
支
援
委
員
会
 

実
施
回
数
 

5
回
 

実
施
回
数
 

4
回
 

43
 

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
の
就
学

判
定
を
行
う
た
め
、
就
学
支
援
委
員
会
を

5

回
開
催
し
た
。
予
定
し
て
い
た

3
回
に
加
え

年
度
末
に
緊
急
の
対
応
を
要
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
臨
時
で

2
回
追
加
し
て
行
っ
た
。
判
定

を
基
に
、
保
護
者
及
び
学
校
と
相
談
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
就
学
に
つ
な
げ
た
。
 

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
会
議
を
開
催
し
、
適

正
な
就
学
支
援
を
行
う
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

小
学
校
特
別
支
援
教

育
就
学
奨
励
費
 

認
定
者
数
 

26
名
 

認
定
者
数
 

25
名
 

73
9 

特
別
支
援
学
級
児
童
の
教
育
振
興
及
び
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。
 

国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、
制
度
に
基
づ
い
て

適
正
に
執
行
し
、
安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

中
学
校
特
別
支
援
教

育
就
学
奨
励
費
 

認
定
者
数
 

15
名
 

認
定
者
数
 

12
名
 

65
8 

特
別
支
援
学
級
生
徒
の
教
育
振
興
及
び
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。
 

国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、
制
度
に
基
づ
い
て

適
正
に
執
行
し
、
安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

幼
稚
園
特
別
支
援
教

育
補
助
事
業
 

補
助
対
象
 

幼
稚
園
数
 

1
園
 

補
助
対
象
 

幼
稚
園
数
 

1
園
 

45
0 

特
別
に
支
援
が
必
要
な
幼
児
が
在
籍
し
て
い

る
市
内
私
立
幼
稚
園
が
特
別
支
援
教
育
補
助

員
を
雇
用
す
る
場
合
、
そ
の
人
件
費
を
対
象

と
し
て
補
助
を
行
う
。
 

制
度
に
基
づ
き
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進
 

地
域
産
業
を
生
か
し

た
体
験
学
習
の
実
施

率
 

10
0％

 
10
0％

 
－
 

西
海
市
の
地
域
性
を
生
か
し
て
、
小
学
校
の

農
業
体
験
活
動
や
水
産
体
験
活
動
を
通
じ

て
、
勤
労
・
食
育
・
協
働
・
環
境
教
育
等
の

理
解
と
実
践
が
で
き
る
よ
う
努
め
た
。
 

家
庭
や
地
域
と
一
層
連
携
し
な
が
ら
、「
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
展
開
し
て
い
く
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

地
区
学
校
評
価
委
員

の
学
校
訪
問
出
席
率
 

74
.2
％
 

76
.4
％
 

32
9 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
住

民
や
保
護
者
、
教
職
員
が
学
校
の
評
価
者
と

な
る
「
地
区
学
校
評
価
委
員
」
の
活
動
の
活

性
化
を
図
っ
た
。
 

統
合
さ
れ
た
学
校
に
お
い
て
は
、
統
合
前
の

各
地
域
か
ら
地
区
学
校
評
価
委
員
を
委
嘱
す

る
。
 

Ａ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

－25－



 

 

 
 

Ａ
Ｌ
Ｔ
等
の
配
置
 

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
数
 

5
名
 

英
語
教
育
指
導
員
 

1
名
 

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
数
 

4
名
 

19
,5
30
 

英
語
を
母
国
語
と
す
る
外
国
人

5
名
の
英
語

指
導
助
手
に
よ
り
、
児
童
生
徒
に
対
し
英
語

教
諭
と
と
も
に
英
語
指
導
を
行
っ
た
。
生
き

た
英
語
に
触
れ
る
こ
と
で
、
語
学
力
の
向
上

と
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
1
名
の
英
語
教
育
指
導
員
を
小
学
校
に

派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
学
校
外
国
語
活

動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

引
き
続
き
Ａ
Ｌ
Ｔ
5
名
と
英
語
教
育
指
導
員

1
名
を
雇
用
し
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
。 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

特
色
あ
る
教
育
推
進

事
業
 

実
施
校
数
 

19
校
 

実
施
校
数
 

20
校
 

2,
36
2 

各
小
・
中
学
校
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
推
進
事

業
を
実
施
し
た
。
 

引
き
続
き
各
小
・
中
学
校
の
教
育
方
針
に
基

づ
き
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教

育
推
進
事
業
を
実
施
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
小

・
中

連
携

、

中
・
高
一
貫
教
育

の
推
進
 

高
等
学
校
振
興
協
議

会
補
助
事
業
 

導
入
地
区
数
 

0
地
区
 

（
3
地
区
）
 

導
入
地
区
数
 

3
地
区
 

－
 

振
興
協
議
会
自
体
の
所
管
を
政
策
企
画
課
に

移
管
し
た
た
め
、
評
価
対
象
外
。
 

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
合
同
協
議
会
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
高
等
学
校
の
活

性
化
を
支
援
す
る
。
 

－
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

（
２
）
 

豊
か
な
心

と
規
範
意

識
の
育
成
 

道
徳
教
育
の
充

実
 

「
道
徳
の
時
間
」
の

研
究
授
業
を
実
施
し

て
い
る
学
校
の
割
合
 

10
0％

 
10
0％

 
－
 

市
内

18
校
に
お
い
て
校
内
で
授
業
研
究
を

行
っ
た
。
 

道
徳
教
育
の
研
究
指
定
校
亀
岳
小
学
校
の
研

究
発
表
会
を
は
じ
め
、
各
学
校
で
の
授
業
研

究
会
を
通
じ
て
指
導
を
行
う
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 

職
場
体
験
推
進
事
業
 

実
施
校
数
 

5
校
 

実
施
校
数
 

5
校
 

－
 

各
中
学
校
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
、
中
学
校

に
お
い
て
職
場
体
験
推
進
事
業
を
実
施
し
道

徳
的
実
践
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
。
 

現
状
の
取
組
内
容
に
加
え
、
地
域
や
関
係
機

関
と
連
携
し
た
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

道
徳
的
実
践
力
の
推
進
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
ふ
る
里
を
学
ぶ

教
育
の
推
進
 

地
域
を
学
ぶ
副
教
材

の
作
成
 

中
学
校
 

副
読
本

25
0
部
 

中
学
校
 

副
読
本

27
0
部
 

21
6 

市
内
中
学

1
年
生
（
22
1
人
）
に
配
付
し
、

授
業
で
活
用
す
る
こ
と
で
、
郷
土
を
愛
し
、

誇
り
と
す
る
西
海
市
の
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
た
。
 

自
然
、
環
境
、
歴
史
、
行
財
政
等
、
最
新
情

報
の
収
集
及
び
編
集
に
よ
り
、
内
容
の
充
実

を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

－26－



 

 

 
 

小
学
校
６
年
生
を
対

象
に
し
た
「
西
海
学
」

の
実
施
率
 

実
施
率
 

71
％
 

実
施
率
 

10
0％

 
22
3 

平
成

26
年
度
ま
で
は
、
全
小
学
校

6
年
生
に

市
内
史
跡
等
各
所
を
ま
わ
る
見
学
学
習
を
実

施
し
て
き
た
が
、
1
日
だ
け
の
体
験
学
習
で

は
ね
ら
い
の
達
成
が
図
ら
れ
な
い
と
の
反
省

に
立
ち
、
平
成

27
年
度
か
ら
は
、、

各
学
校

の
実
情
や
地
域
の
特
色
に
応
じ
て
内
容
や
実

施
学
年
を
工
夫
し
、
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
学

ぶ
学
習
を
展
開
し
、
そ
れ
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
た
。
 

平
成

29
年
度
は
、全

小
学
校
で
完
全
実
施
が

図
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
、
各
小
学
校
の
創

意
工
夫
に
よ
る
「
西
海
学
」
の
展
開
に
よ
り
、

児
童
が
「
ふ
る
さ
と
」
に
対
す
る
理
解
や
愛

着
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

「
西
海
学
」
教
職
員

研
修
会
の
実
施
 

受
講
者
数
 

小
学
校
 
4
名
 

受
講
者
数
 

小
学
校
 
4
名
 

0 

初
任
者
研
修
地
区
研
修
会
の
一
つ
と
し
て

「
西
海
学
」
研
修
を
実
施
し
た
。
講
義
及
び

地
域
の
史
跡
等
の
現
地
見
学
に
よ
り
本
市
の

歴
史
な
ど
を
学
び
、
西
海
市
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
た
。
 

引
き
続
き
「
西
海
学
」
は
初
任
者
研
修
に
位

置
づ
け
実
施
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
読
書
活
動
の
推

進
 

小
・
中
学
校
に
お
け

る
１
ヶ
月
の

1
人
当

た
り
図
書
貸
出
数
 

図
書
貸
出
数
 

小
学
校

8.
1
冊
 

中
学
校

2.
3
冊
 

図
書
貸
出
数
 

小
学
校

7.
8
冊
 

中
学
校

2.
3
冊
 

－
 

学
校
図
書
館
司
書
及
び
学
校
図
書
館
運
営
補

助
員
の
配
置
に
よ
る
小
中
学
校
の
読
書
活
動

の
推
進
、朝

の
読
書
活
動
の
定
着
等
に
よ
り
、

小
学
校
の
貸
出
数
は
増
加
傾
向
を
示
し
た
。
 

図
書
主
任
、
学
校
図
書
館
司
書
等
へ
の
指
導

を
通
し
て
、
読
書
タ
イ
ム
の
確
実
な
実
施
と

家
庭
読
書
の
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

「
学

校
図

書
館

標

準
」
等
に
よ
る
標
準

冊
数
達
成
学
校
の
割

合
 

標
準
冊
数
達
成

割

合
 小
学
校

11
5.
9%
 

中
学
校
 9
4.
5%
 

標
準
冊
数
達
成

割

合
 小
学
校

11
4.
1%
 

中
学
校
 9
9.
1%
 

3,
63
9 

蔵
書
率

10
0％

を
越
え
た
学
校
か
ら
、
古
い

図
書
の
廃
棄
作
業
を
進
め
児
童
生
徒
に
必
要

な
図
書
の
整
備
を
図
っ
て
お
り
、
蔵
書
率
が

小
学
校
に
お
い
て
は
平
均
で

11
5.
9％

、
中

学
校
に
お
い
て
は

94
.5
％
と
な
っ
た
。
 

中
学
校
の
蔵
書
率
を
高
め
る
。
 

図
書
の
計
画
的
な
廃
棄
と
新
規
購
入
を
行

う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

学
校
図
書
館
司
書
の

配
置
（
小
・
中
学
校
） 

図
書
司
書
 

設
置
校
 

4
校
 

図
書
司
書
 

設
置
校
 

4
校
 

8,
19
5 

市
内
小
・
中
学
校
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
、

中
学
校
に
図
書
司
書
を
配
置
し
、
読
書
に
関

す
る
指
導
や
環
境
づ
く
り
を
行
う
と
と
も

に
、
近
隣
小
学
校
を
巡
回
し
、
中
学
校
と
同

様
の
指
導
等
を
行
っ
た
。
 

学
校
図
書
館
司
書
の
定
期
的
な
研
修
会
（
月

1
回
）
を
通
し
て
、
図
書
館
教
育
へ
の
理
解

を
深
め
、
読
書
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実
を

図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
不
登
校
の
子
ど

も
な
ど
へ
の
支

援
 

小
・
中
学
校
に
お
け

る
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
 

小
学
校
 2

名
 

中
学
校

13
名
 

小
学
校
 3

名
 

中
学
校

11
名
 

－
 

不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
も
の
が
、
や
や
増
加
に
転
じ
た
。
不
登
校

児
童
・
生
徒
の
う
ち
、
改
善
傾
向
に
あ
る
児

童
・
生
徒
は
、
47
％
で
あ
っ
た
。
 

不
登
校
に
係
る
児
童
・
生
徒
へ
の
相
談
体
制

の
充
実
に
努
め
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

－27－



 

 

 
 

心
の
教
室
相
談
事
業
 

設
置
校
 

4
校
 

設
置
校
 

4
校
 

3,
51
2 

市
内
中
学
校
に
心
の
教
室
相
談
員
を
配
置

し
、
不
登
校
傾
向
の
生
徒
や
保
護
者
へ
の
支

援
、
友
人
関
係
に
悩
む
生
徒
の
相
談
等
を
受

け
、
助
言
を
行
っ
た
。
ど
の
生
徒
も
気
軽
に

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
さ
を
生
か

し
つ
つ
、
不
登
校
に
係
る
生
徒
へ
の
相
談
体

制
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
。
 

心
の
教
室
相
談
員
の
研
修
や
情
報
交
換
会
を

開
催
し
て
、
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
の
仕
方
、

保
護
者
・
教
職
員
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

適
応
指
導
教
室
の
設

置
 

設
置
数
 

1
箇
所
 

設
置
数
 

1
箇
所
 

2,
05
7 

心
理
的
要
因
等
に
よ
り
学
校
生
活
に
適
応
で

き
な
い
児
童
生
徒
に
対
し
、
適
応
指
導
教
室

を
設
置
し
、
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
相
談
、

指
導
を
行
っ
た
。
入
級
後
の
出
席
状
況
を
改

善
し
、
学
校
へ
の
復
帰
に
つ
な
げ
る
た
め
、

家
庭
へ
の
支
援
と
家
庭
と
の
連
携
に
特
に
配

慮
し
た
関
わ
り
を
続
け
て
い
る
。
 

西
彼
地
区
、大

崎
地
区
に
開
設
し
て
い
る「

適

応
指
導
教
室
」
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

指
導
員
に
つ
い
て
も

2
名
の
配
置
を
検
討
す

る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

（
３
）
 

健
康
で
安

全
な
学
校

生
活
の
実

現
 

健
康
・
安
全
教
育

の
推
進
 

朝
ご
飯
を
毎
日
食
べ

て
登
校
す
る
児
童
・

生
徒
の
割
合
 

小
学
校

98
.1
1％

 

中
学
校

95
.1
7％

 

小
学
校

99
.0
0％

 

中
学
校

98
.7
0％

 
－
 

朝
ご
飯
を
毎
日
食
べ
て
登
校
す
る
児
童
・
生

徒
の
割
合
は
高
く
、
維
持
し
て
い
る
。
 

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
」
運
動
を
推
進

す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 

う
歯
罹
患
者
の
割
合
 

う
歯
罹
患
者
割
合
 

小
学
校
 
16
.8
％
 

中
学
校
 
39
.4
％
 

う
歯
罹
患
者
割
合
 

小
学
校
 
17
.2
％
 

中
学
校
 
39
.1
％
 

－
 

う
歯
罹
患
者
の
割
合
は
、
や
や
減
少
傾
向
と

な
っ
た
。
 

市
の
保
健
部
局
等
と
連
携
し
、
フ
ッ
化
物
洗

口
の
取
組
を
支
援
す
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

避
難
訓
練
の
実
施
率
 

10
0％

 
10
0％

 
－
 

警
察
・
消
防
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
各

学
校
の
実
態
に
応
じ
た
自
然
災
害
や
火
災
、

不
審
者
対
策
等
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。
 

学
校
の
実
態
に
応
じ
た
自
然
災
害
や
火
災
、

不
審
者
対
策
等
の
避
難
訓
練
を
推
進
し
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
安
全
教
育
に
努
め
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
学
校
体
育
の
充

実
と
体
力
の
向

上
 

西
海
市
独
自
の
体
育

指
導
者
講
習
会
の
開

催
 

開
催
数
 

年
0
回
 

開
催
数
 

年
2
回
 

－
 

例
年
は
長
崎
市
、
西
彼
杵
郡
と
の
合
同
開
催

で
小
学
校

1
回
、
中
学
校

1
回
、
計

2
回
の

講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
が
、
本
年
度
は
熊

本
地
震
の
影
響
に
よ
り
文
科
省
主
催
の
研
修

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
実
施
し
な
か
っ
た
。

県
主
催
の
講
習
会
に
参
加
し
、
指
導
者
の
資

質
向
上
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

西
海
市
独
自
の
体
育
指
導
者
講
習
会
の
開
催

を
企
画
し
、教

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
。 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
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中
学
校
の
部
活
動
に

お
け
る
外
部
指
導
者

の
割
合
 

外
部
指
導
者
の
 

割
合
 

中
学
校
 
69
.8
％
 

外
部
指
導
者
の
 

割
合
 

中
学
校
 
78
.6
％
 

－
 

地
域
の
指
導
者
と
連
携
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
並

び
に
部
活
動
の
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
 

市
の
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
連

携
し
て
地
域
人
材
を
活
用
し
、
指
導
者
の
確

保
に
努
め
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動

補
助
金
 

市
内

6
中
学
校
 

49
ク
ラ
ブ
 

市
内

5
中
学
校
 

48
ク
ラ
ブ
 

1,
22
5 

中
学
校
の
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
入
部
し
て
い

る
部
活
動
の
運
営
補
助
を
行
い
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
図
り
、
部
活
動
を
通
し
た
生
徒

の
育
成
に
寄
与
し
た
。
 

取
組
を
継
続
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

結
核
対
策
委
員
会
 

委
員
会
 

年
1
回
開
催
 

委
員
会
 

年
1
回
開
催
 

40
 

年
1
回
、
小
中
学
校
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
検

討
者
名
簿
か
ら
適
切
な
対
処
法
の
指
導
検
討

を
行
い
、
結
核
の
予
防
が
図
ら
れ
た
。
計
画

は
2
回
予
定
で
あ
っ
た
が
、
1
回
目
で
対
応

で
き
た
た
め
、
2
回
目
は
実
施
し
な
か
っ
た
。 

取
組
を
継
続
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
学
校
給
食
・
食
育

の
充
実
 

西
海
市
産
の
農
漁
産

物
の
使
用
率
 

使
用
率
 

45
.3
％
 

使
用
率
 

59
.5
％
 

－
 

地
元
の
食
材
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、
農
作
物
の
確
保
は
天
候
等

に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
継
続
的
な
活
用
が
難

し
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
市
内
産
米
の
使

用
を
控
え
た
た
め
、
使
用
率
が
低
下
し
た
。
 

安
全
な
食
材
を
確
保
す
る
た
め
生
産
者
等
と

協
議
し
、
西
海
市
産
の
農
水
産
物
の
使
用
を

推
進
す
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

栄
養
教
諭
や
学
校
栄

養
職
員
に
よ
る
食
に

関
す
る
授
業
回
数
 

授
業
回
数
 

小
…
延
べ

55
回
 

中
…
延
べ

26
回
 

授
業
回
数
 

小
…
延
べ

84
回
 

中
…
延
べ

15
回
 

－
 

各
校
で
栄
養
教
諭
と
連
携
し
て
計
画
を
立
て

授
業
を
実
施
し
た
。
児
童
生
徒
の
実
態
や
発

達
段
階
を
把
握
し
、
家
庭
科
、
体
育
保
健
、

特
別
活
動
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施

し
た
。
 

児
童
生
徒
が
食
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
よ

う
、
食
育
を
推
進
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

学
校
給
食
施
設
の
大

規
模
改
修
施
工
箇
所
 

該
当
事
業
な
し
 

該
当
事
業
な
し
 

－
 

施
設
内
の
老
朽
化
に
よ
る
小
規
模
の
修
繕
や

備
品
等
の
入
替
え
購
入
を
行
っ
た
。
大
規
模

改
修
は
必
要
で
あ
る
が
、
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
適
正
規
模
計
画
作
成
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
 

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
適
正
規
模
計
画
を

作
成
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
大
規
模
改
修
に

つ
い
て
、
検
討
す
る
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

学
校
給
食
共
同
調
理

場
の
適
正
規
模
化
計

画
 

条
例
制
定
 

該
当
事
業
な
し
 

－
 

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
先
を
見
据

え
た
調
理
員
の
減
と
給
食
調
理
場
の
統
廃
合

に
よ
り
、
適
性
な
規
模
の
検
討
を
行
な
う
た

め
、
学
校
給
食
適
正
化
計
画
策
定
委
員
会
設

置
条
例
を
制
定
し
た
。
 

法
改
正
（
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
）
な
ど
に

よ
り
、
現
行
施
設
と
の
機
能
の
見
直
し
な
ど

も
必
要
と
な
り
、
平
成

29
年
度
か
ら
は
、
適

正
化
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
行

う
。
 

Ｂ
 

(Ｃ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 

－29－



 

 

（
４
）
 

教
職
員
の

資
質
の
向

上
 

教
職
員
研
修
の

充
実
 

選
択
制
の
教
職
員
研

修
の
実
施
回
数
 

選
択
研
修

5
種
目
 

該
当
者
必
須
研
修
 

3
種
目
 

選
択
研
修

4
種
目
 

該
当
者
必
須
研
修
 

4
種
目
 

23
 

夏
季
研
修
期
間
中
に
、
教
職
員
の
指
導
力
や

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
主
催
の
選
択
研
修

5
種
目
、
該
当
者
必
須

研
修

3
種
目
を
開
催
し
た
。選

択
研
修
は「

特

別
支
援
教
育
」「

学
力
向
上
」「

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」

「
英
語
教
育
」「

学
校
保
健
」
の

5
種
目
、
必

須
研
修
「
初
任
者
研
修
」「

特
別
支
援
教
育
補

助
員
研
修
」「

学
校
給
食
関
係
者
研
修
」
の

3

種
目
を
実
施
し
た
。
 

近
年
の
教
育
課
題
に
対
応
す
る
研
修
会
を
実

施
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

教
育
研
究
会
と
連
携

し
た
授
業
研
究
会
等

の
開
催
回
数
 

開
催
数
 

14
回
 

開
催
数
 

11
回
 

－
 

教
育
研
究
会
へ
き
地
・
複
式
部
の
研
究
会
と

校
内
研
究
へ
の
指
導
主
事
派
遣
を
共
同
で
実

施
し
た
。
今
後
も
教
育
研
究
会
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
授
業
研
究
会
等
の
充
実
を
目
指

す
。
 

今
後
も
教
育
研
究
会
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
授
業
研
究
会
等
の
充
実
を
目
指
す
。
 

Ａ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
校
内
研
修
の
推

進
 

校
内
研
修
へ
の
指
導

主
事
の
派
遣
 

派
遣
回
数
 

小
学
校

20
回
 

中
学
校
 8

回
 

派
遣
回
数
 

小
学
校

21
回
 

中
学
校
 7

回
 

－
 

各
学
校
の
研
究
内
容
に
応
じ
て
指
導
主
事
を

派
遣
し
て
指
導
助
言
を
行
っ
た
。
 

各
学
校
の
研
究
内
容
に
応
じ
て
指
導
主
事
を

派
遣
し
て
指
導
助
言
を
行
い
、
教
職
員
の
指

導
力
向
上
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

（
５
）
 

幼
児
期
の

教
育
の
振

興
 

幼
・
保
・
小
接
続

教
育
の
推
進
 

幼
・
保
・
小
の
教
職

員
間
の
交
流
事
業
の

実
施
 

実
施
率
 

10
0％

 

実
施
率
 

10
0％

 
－
 

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
の
教
職
員
同
士

の
情
報
交
換
を
小
学
校
単
位
で
実
施
し
た
。
 

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
の
教
職
員
同
士

の
情
報
交
換
を
推
進
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

幼
稚
園
就
園
奨
励
事

業
 

補
助
対
象
幼
児
数
 

81
人
 

補
助
対
象
幼
児
数
 

84
人
 

12
,8
02
 

3
歳
以
上
の
幼
稚
園
児
の
保
護
者
の
保
育
料

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
幼
児
教
育
振
興
に

努
め
、
補
助
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
子
の
区

分
を
拡
充
し
、
単
独
事
業
と
し
て
制
度
拡
充

を
図
っ
た
。
 

国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、
制
度
に
基
づ
い
て

適
正
に
施
行
し
、
安
心
し
て
就
学
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
幼

児
教

育
の

推

進
 

認
定
子
ど
も
園
の
設

置
 

設
置
数
 

1
園
 

設
置
数
 

1
園
 

－
 

福
祉
課
と
連
携
し
、「

認
定
子
ど
も
園
」
の
創

設
や
公
・
私
立
幼
稚
園
、
ま
た
保
育
所
（
園
）

の
適
正
配
置
な
ど
、
幼
児
教
育
の
場
の
安
定

的
確
保
と
指
導
体
制
の
研
究
・
推
進
を
図
る
。 

私
立
幼
稚
園
の
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
に

つ
い
て
、
必
要
な
助
言
な
ど
を
行
な
う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

－30－



 

 

 
 

私
立
幼
稚
園
教
育
振

興
補
助
事
業
 

補
助
対
象
 

幼
稚
園
数
 

2
園
 

補
助
対
象
 

幼
稚
園
数
 

2
園
 

2,
99
7 

市
内

2
私
立
幼
稚
園
に
対
し
て
、
教
育
振
興

と
充
実
し
た
教
育
を
進
め
る
た
め
の
補
助
を

行
い
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
っ
た
。
 

制
度
に
基
づ
き
、
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
。 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

子
育
て
あ
ん
し
ん
応

援
事
業
 

補
助
対
象
者
 

31
名
 

補
助
対
象
者
 

24
名
 

2,
32
6 

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
幼
児
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る

た
め
、
西
海
市
内
幼
稚
園
に
就
園
す
る
園
児

の
保
護
者
が
負
担
す
る
保
育
料
の
一
部
を
補

助
し
た
。
 

制
度
に
基
づ
き
、
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
を

行
な
う
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

私
立
幼
稚
園
通
園
費

補
助
事
業
 

補
助
対
象
者
 

16
名
 

補
助
対
象
者
 

16
名
 

84
 

西
海
市
が
目
指
す
「
安
心
し
て
生
み
育
て
、

豊
か
に
暮
ら
せ
る
里
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
、
遠
距
離
地
区
か
ら
通
園
す
る
園
児
の
保

護
者
に
対
し
て
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

目
的
か
ら
通
園
費
補
助
を
行
っ
た
。
 

制
度
に
基
づ
き
、
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
を

行
な
う
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

－31－



 

 

中
項
目
 

２
．
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ
る
生
涯
学
習
の
推
進
 

小
項
目
 

主
要
施
策
 

成
果
指
標
 

28
年
度
 

27
年
度
 

決
算
額
 

（
千
円
）
 

事
業
内
容
・
成
果
 

課
題
・
方
向
性
 

評
価
 

主
管
課
 

（
１
）
 

学
習
環
境

の
充
実
 

図
書
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
 

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の

導
入
 

図
書
館
(室

)数
 

5
館
 

図
書
館
(室

)数
 

5
館
 

－
 

図
書
館
シ
ス
テ
ム
導
入
後
、
市
内
全
て
の
図

書
館
蔵
書
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
 

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
市
内
の
図
書

館
（
室
）
に
お
け
る
相
互
貸
借
数
が
微
増
し

た
。
 
 
 

図
書
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
図
書
館
（
室
）

利
用
に
つ
い
て
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
周

知
を
図
り
、
市
民
に
身
近
な
図
書
館
（
室
）

運
営
を
目
指
す
。
 

 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

長
崎
図
書
ク
ロ
ス
ね

っ
と
へ
の
検
索
サ
ー

ビ
ス
 

図
書
館
(室

)数
 

5
館
 

図
書
館
(室

)数
 

5
館
 

－
 

長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
を
中
心
と
し
た
ク
ロ

ス
ね
っ
と
を
活
用
し
、
県
内
外
の
図
書
館
蔵

書
の
検
索
や
相
互
貸
借
が
可
能
と
な
り
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
拡
大
に
繋
が
っ
た
。
 

西
海
市
内
の
図
書
館
（
室
）
に
蔵
書
が
な
く

て
も
本
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
周
知
を
行

い
、
県
内
外
の
図
書
館
と
の
相
互
貸
借
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

学
校
図
書
シ
ス
テ
ム

と
の
連
携
 

10
0％

 
10
0％

 
－
 

図
書
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
相
互
の
蔵
書

管
理
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
 

ま
た
、
公
立
図
書
館
か
ら
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
所
等
に
対
し
て
「
身
近
に
本
を
届
け
る

支
援
・
サ
ー
ビ
ス
」
の
一
環
と
し
て
、
移
動

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
や
団
体
貸
出
、
学
級
文
庫

貸
出
を
実
施
し
た
。
 

今
後
も
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
・
向
上
さ

せ
る
た
め
、
学
校
関
係
者
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
積
極
的
に
施
策
を
推
進
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
図
書
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
 

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
数
 

4
名
 

5
名
 

－
 

市
内
の
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は

12
団
体
が
登
録
し
て
お
り
、
個
々
に
朝
の
読

書
時
間
で
の
読
み
語
り
活
動
を
実
施
し
て
い

る
が
、
各
公
立
図
書
館
（
室
）
に
お
け
る
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
は
少
な
く
、
具

体
的
な
活
動
支
援
策
を
講
じ
て
い
な
い
。
 

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
の
減
少
及
び
活
動

機
会
が
少
な
い
現
状
で
あ
り
、
来
館
者
へ
図

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
呼
び
か
け
等
を

行
う
と
共
に
、
読
書
活
動
に
精
通
し
た
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
確
保
す
る
た
め
の
養
成

講
座
開
設
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
活
動
体

制
づ
く
り
を
目
指
す
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
 

－32－



 

 

 
 

図
書

館
利

用
者

数

（
年
間
）
 

32
,3
56

名
 

32
,8
79

名
 

－
 

利
用
者
に
親
し
ま
れ
る
公
立
図
書
館
（
室
）

を
目
指
し
、
館
内
に
お
け
る
季
節
ご
と
の
レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
及
び
周
知
並
び
広
報
等
を
含

め
た
事
業
展
開
を
行
っ
た
。
 

人
口
減
少
と
と
も
に
来
館
者
数
も
減
少
し

て
い
る
が
、
利
用
者
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
各
図
書
館

（
室
）
職
員
の
各
種
研
修
に
努
め
、
特
色
あ

る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
の
充
実
や
周
知
、
広

報
等
も
含
め
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。
 

Ｂ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

貸
し
出
し
図
書
数
 

（
年
間
総
数
）
 

11
3,
96
4
冊
 

11
7,
25
4
冊
 

－
 

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
た
選
書
を
行
い
な
が

ら
蔵
書
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
公
立
図

書
館
（
室
）
か
ら
「
身
近
に
本
を
届
け
る
支

援
サ
ー
ビ
ス
」
の
一
環
と
し
て
、
学
校
や
幼

稚
園
、
保
育
所
等
へ
移
動
図
書
サ
ー
ビ
ス
や

団
体
貸
出
、
学
級
文
庫
へ
の
貸
出
を
実
施
し

た
。
 

今
後
も
各
図
書
館
（
室
）
の
開
架
蔵
書
・
閉

架
蔵
書
の
精
査
を
適
切
に
行
い
、
利
用
者
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
選
書
を
行
い
、
各
館
（
室
）

と
も
特
色
の
あ
る
幅
広
い
蔵
書
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
読
書
環
境
の
提
供
を
行
う
。
 

Ｂ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
子
ど
も
の
読
書

活
動
の
充
実
 

乳
児
検
診
時
の
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
実
施
率
 

10
0％

 
10
0％

 
36
8 

第
2
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
絵
本
を
通
し
て
の
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
の
提
供
や
、
文
字
や

言
葉
の
意
味
を
理
解
す
る
前
の
年
齢
か
ら
本

に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
読
書
習
慣
の

醸
成
を
図
っ
た
。
 

徐
々
に
で
は
あ
る
が
絵
本
や
読
み
語
り
に
つ

い
て
興
味
を
持
ち
、
各
図
書
館
（
室
）
職
員

へ
質
問
す
る
保
護
者
も
増
え
て
き
て
い
る
。
 

今
後
も
、「

西
海
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
読
書
に
親
し
む
機
会
の
提
供

を
推
進
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

子
ど
も
の
読
書
活
動

計
画
の
実
施
 

10
0％

 
10
0％

 
－
 

第
2
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
に
掲
げ

た
「
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
機
会
の
提

供
・
充
実
」、
「
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
充
実
・

整
備
」、
「
家
庭
」・
「
学
校
」・
「
地
域
」
等
の

連
携
・
協
力
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
事
業
を
実
施
し
た
。
 

「
第

2
次
西
海
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」
の
総
括
及
び
分
析
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
の
楽

し
さ
や
学
ぶ
喜
び
が
体
験
で
き
る
よ
う
、
読

書
に
親
し
む
機
会
の
提
供
や
環
境
整
備
の

充
実
を
推
進
す
る
た
め
の
第

3
次
計
画
の

策
定
を
進
め
る
。
 
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

－33－



 

 

（
２
）
 

公
民
館
活

動
の
活
性

化
 

校
区
公
民
館
を

核
と
し
た
地
域

教
育
力
の
向
上
 

校
区
公
民
館
の
 

整
備
数
 

9
館
 

9
館
 

－
 

校
区
公
民
館

2
館
（
大
串
・
崎
戸
）
 

公
立
公
民
館

1
館
（
大
島
）
 

地
区
公
民
館

6
館
（
江
島
・
平
島
・
多
以
良
・
 

松
島
・
瀬
戸
・
雪
浦
）
 

西
海
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
最
終
目
標

値
で
あ
る

17
館
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
今

後
、
地
域
の
状
況
等
や
課
題
を
考
慮
し
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
公
民
館
の
あ
り

方
や
運
営
形
態
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

モ
デ
ル
公
民
館
活
動

実
践
館
 

11
館
 

5
館
 

1,
43
4 

自
治
公
民
館
活
動
の
推
進
及
び
地
域
活
性
化

に
資
す
る
た
め
、「

西
海
市
自
治
公
民
館
モ
デ

ル
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
に
定
め
た
研
究

実
践
事
業
を
実
施
す
る
自
治
公
民
館
に
対
し

補
助
を
行
っ
た
。
 

市
内
自
治
公
民
館

41
館
の
う
ち

11
館
が
本

事
業
を
活
用
し
た
。
 

本
事
業
の
実
践
館
増
加
を
目
指
し
、
各
自
治

公
民
館
役
員
に
対
し
て
周
知
及
び
説
明
を

行
い
な
が
ら
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
実
践

発
表
の
場
を
提
供
す
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
公
民
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
 

公
民
館
職
員
等
の
年

間
研
修
機
会
回
数
 

3
回
 

2
回
 

－
 

県
主
催
の
公
民
館
職
員
研
修
会
へ
新
任
公
立

公
民
館
役
職
員
が
参
加
し
、
基
礎
講
座
を
受

講
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
質
向
上
を
図
っ
た
。 

ま
た
、
県
公
民
館
大
会
に
お
い
て
、
松
島
地

区
公
民
館
役
職
員
が
、
事
例
発
表
を
行
い
、

県
内
公
民
館
関
係
者
と
意
見
交
換
・
情
報
交

換
を
行
い
な
が
ら
研
鑽
に
努
め
た
。
 

 

今
後
も
、
自
主
的
な
公
民
館
活
動
及
び
活
性

化
を
目
指
す
た
め
の
人
材
育
成
と
し
て
、
公

民
館
役
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
機
会
や

情
報
提
供
を
行
う
。
 

Ａ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

公
民
館
情
報
誌
の
年

間
発
行
回
数
 

1
回
 

1
回
 

 

社
会
教
育
指
導
員
が
開
設
す
る
社
会
教
育
講

座
一
覧
及
び
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
「
波
動
」

を
発
行
し
、
社
会
教
育
講
座
の
情
報
提
供
及

び
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ
た
。
 

今
後
も
、
地
域
課
題
に
適
応
し
た
社
会
教
育

講
座
の
開
設
を
心
が
け
、
多
く
の
受
講
者
が

集
ま
る
よ
う
、
周
知
及
び
広
報
を
行
う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

－34－



 

 

 
 

公
民
館
連
絡
会
議
の

開
催
 

1
回
 

1
回
 

－
 

公
立
公
民
館
及
び
各
地
区
公
民
館
長
・
主

事
・
書
記
等
、
公
民
館
役
員
の
横
の
つ
な
が

り
を
強
化
す
る
た
め
、
連
絡
会
議
を
開
催
し
、

各
公
民
館
の
事
業
報
告
及
び
事
業
計
画
を
提

示
し
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
 

ま
た
、
公
民
館
講
座
例
の
紹
介
と
し
て
、
社

会
教
育
指
導
員
に
よ
る
『
笑
い
ヨ
ガ
』
の
実

技
講
習
を
行
っ
た
。
 

今
後
も
、
市
内
各
公
民
館
に
お
け
る
課
題
解

消
及
び
公
民
館
活
動
事
業
活
性
化
の
参
考

と
な
る
よ
う
、
情
報
共
有
及
び
情
報
交
換
が

で
き
る
場
の
提
供
を
行
う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
公
民
館
等
を
活

用
し
た
学
習
拠

点
づ
く
り
 

生
涯
学
習
講
座
へ
の

参
加
者
数
 

5,
75
1
名
 

5,
44
9
名
 

－
 

各
地
区
に
配
置
し
て
い
る
社
会
教
育
指
導
員

を
中
心
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
講

座
や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
各
種
講
座
を

開
催
し
た
。
 

今
後
も
、
学
習
者
ニ
ー
ズ
や
住
民
の
要
望
事

項
、
地
域
課
題
を
把
握
し
な
が
ら
、
魅
力
の

あ
る
多
様
な
学
習
講
座
の
展
開
を
図
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

公
民
館
利
用
者
数
 

34
,0
05

名
 

33
,6
46

名
 

－
 

社
会
教
育
講
座
や
公
民
館
講
座
等
の
各
種
講

座
を
は
じ
め
、
会
議
等
、
多
く
の
利
用
が
さ

れ
た
。
 

社
会
教
育
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
図

り
な
が
ら
、
集
え
る
公
民
館
と
し
て
の
役
割

を
目
指
す
。
 

な
お
、
平
成

29
年
度
は
西
海
公
民
館
の
大

規
模
改
修
を
行
う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

（
３
）
 

人
権
・
同
和

教
育
の
推

進
 

社
会
に
お
け
る

人
権
教
育
の
推

進
 

人
権
・
同
和
教
育
に

関
す
る
講
演
会
・
研

修
会
の
参
加
者
数
・

研
修
会
の
参
加
者
数
 

総
計
 
47
9
名
 

 

人
権
の
つ
ど
い
 

 
 
 
34
1
名
 

地
区
別
研
修
・
 

懇
談
会
 
 9
6
名
 

崎
戸
地
区
 

 
 
 
  

42
名
 

75
2
名
 

26
1 

「
西
海
市
人
権
の
つ
ど
い
」
や
各
地
区
に
お

い
て
開
催
し
た
成
人
・
高
齢
者
講
座
で
、
人

権
・
同
和
の
問
題
に
関
す
る
学
習
の
機
会
を

提
供
し
、
人
権
尊
重
の
地
域
づ
く
り
を
行
っ

た
。
 

平
成

27
年
度
は
長
崎
県
人
権
教
育
研
究
大
会

が
人
権
の
つ
ど
い
と
合
同
開
催
さ
れ
た
影
響

に
よ
り
参
加
者
数
が
増
え
た
が
、
平
成

28
年

度
に
お
い
て
は
参
加
者
数
が
平
年
並
み
と
な

っ
た
。
 

ま
た
、
長
崎
県
主
催
の
人
権
同
和
教
育
懇
談

会
及
び
地
区
別
研
修
会
が
本
市
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。
 

今
後
も
、「

人
の
ぬ
く
も
り
と
心
の
豊
か
さ

が
実
感
で
き
る
西
海
市
」
を
目
指
し
、
人

権
・
同
和
教
育
の
推
進
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

－35－



 

 

 
 

人
権
・
同
和
教
育
の

指
導
者
登
録
人
員
 

3
名
 

3
名
 

－
 

長
崎
県
主
催
の
人
権
・
同
和
教
育
指
導
者
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
会
に
参
加
し
、

指
導
者
と
し
て
登
録
し
た
。
 

県
主
催
の
人
権
・
同
和
教
育
指
導
者
の
養
成

講
座
や
指
導
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
参

加
し
、
新
規
指
導
者
養
成
及
び
指
導
者
の
資

質
向
上
を
図
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
学
校
に
お
け
る

人
権
・
同
和
教
育

及
び
平
和
教
育

の
推
進
 

小
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
発
生
確
認
件
数
 

確
認
件
数
 

小
学
校

86
件
 

確
認
件
数
 

小
学
校

23
件
 

－
 

道
徳
の
授
業
の
充
実
と
人
権
教
育
の
推
進
を

行
っ
た
。
ま
た
、
い
じ
め
の
定
義
を
基
に
し

た
認
知
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
、
認
知
件

数
を
増
や
し
た
。
冷
や
か
し
や
仲
間
は
ず
し

等
、
全
て
の
事
案
に
つ
い
て
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
 

児
童
と
教
職
員
が
、
い
じ
め
と
は
何
か
に
つ

い
て
具
体
的
な
認
識
を
共
有
し
、
い
じ
め
の

早
期
発
見
、
早
期
解
決
に
努
め
る
。
 

ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
の
ひ
ぼ
う
中
傷
等
の
い
じ

め
防
止
に
万
全
を
期
す
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

中
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
発
生
確
認
件
数
 

確
認
件
数
 

中
学
校

14
件
 

確
認
件
数
 

中
学
校

6
件
 

－
 

道
徳
の
授
業
の
充
実
と
人
権
教
育
の
推
進
を

行
っ
た
。
ま
た
、
い
じ
め
の
定
義
を
基
に
し

た
認
知
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
、
認
知
件

数
を
増
や
し
た
。
冷
や
か
し
や
仲
間
は
ず
し

等
、
全
て
の
事
案
に
つ
い
て
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
 

生
徒
と
教
職
員
が
、
い
じ
め
と
は
何
か
に
つ

い
て
具
体
的
な
認
識
を
共
有
し
、
い
じ
め
の

早
期
発
見
、
早
期
解
決
に
努
め
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

平
和
学
習
推
進
事
業
 

実
施
校
数
 

20
校
 

実
施
校
数
 

20
校
 

－
 

原
爆
資
料
館
や
被
爆
遺
構
の
見
学
、
被
爆
者

等
の
講
演
な
ど
、
全
小
・
中
学
校
で
、
平
和

学
習
推
進
事
業
を
実
施
し
た
。
 

取
組
を
継
続
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 

    
 

－36－



 

 

中
項
目
 

３
．
市
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
教
育
力
の
向
上
 

小
項
目
 

主
要
施
策
 

成
果
指
標
 

28
年
度
 

27
年
度
 

決
算
額
 

（
千
円
）
 

事
業
内
容
・
成
果
 

課
題
・
方
向
性
 

評
価
 

主
管
課
 

（
１
）
 

家
庭
の
教

育
力
の
向

上
 

保
護
者
へ
の
子

育
て
支
援
 

親
が
学
べ
る
講
座
の

回
数
 

9
回
 

10
回
 

10
8 

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
「
家
庭
教
育
講
座
」

に
対
し
、
講
師
謝
金
等
の
助
成
や
講
師
選
定

の
助
言
を
行
い
、
家
庭
教
育
の
指
導
者
で
あ

る
親
が
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
た
。
 

今
後
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

家
庭
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

（
講
座
・
学
級
）
を
提
供
す
る
。
 

ま
た
、
本
事
業
の
活
用
推
進
を
図
る
た
め
、

市
内
各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
周
知
を
行

う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

幼
稚
園
・
保
育
所
で

の
家
庭
教
育
学
級
の

開
催
数
 

6
回
 

3
回
 

49
 

幼
少
期
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
学
び
講
座
と

し
て
各
幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
保
護
者
が
主

体
と
な
っ
て
実
施
す
る
「
家
庭
教
育
講
座
」

に
対
し
て
講
師
謝
金
等
の
助
成
を
行
い
、
家

庭
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
た
。
 

今
後
も
、
家
庭
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
（
講
座
・
学
級
）
を
提
供
す
る
。
 

ま
た
、
本
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
内

各
幼
稚
園
及
び
保
育
所
（
園
）
保
護
者
会
に

周
知
を
行
う
。
 

Ａ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
幼
児
期
の
子
育

て
支
援
の
充
実
 

幼
稚
園
預
か
り
保
育

支
援
補
助
事
業
 

補
助
対
象
 

幼
児
数
 

21
2
人
 

補
助
対
象
 

幼
児
数
 

21
3
人
 

96
5 

市
内
私
立
幼
稚
園
に
通
園
す
る
園
児
の
保
護

者
を
対
象
に
、
幼
稚
園
の
保
育
時
間
外
の
預

か
り
保
育
に
対
し
、
補
助
を
実
施
し
、
保
護

者
の
負
担
を
軽
減
し
幼
児
教
育
の
振
興
と
充

実
を
図
っ
た
。
 

※
人
数
は
学
期
ご
と
の
延
べ
人
数
 

保
育
時
間
外
の
預
か
り
保
育
に
対
し
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

活
性
化
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
、

研
修
会
等
の
開
催
 

3
回
 

3
回
 

 

西
海
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
主
催
し
、
会
員
の

連
携
・
融
和
を
図
る
と
と
も
に
、
会
員
の
資

質
向
上
と
学
校
教
育
の
充
実
・
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
会
員
研
修
会
や
各
専
門

部
主
催
の
研
修
を
開
催
し
、
会
員
同
士
の
情

報
共
有
理
解
が
な
さ
れ
た
。
 

ま
た
、
社
会
教
育
課
主
催
事
業
に
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
が
出
席
し
、
研
鑽
が
図
ら
れ
た
。
 

今
後
も
、
西
海
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
開
催
す

る
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
組
織
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
支
援

を
行
う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

社
会
 

教
育
課
 

－37－



 

 

（
２
）
 

学
校
・
家

庭
・
地
域
の

協
働
 

学
校
支
援
活
動

の
推
進
 

「
学
校
支
援
会
議
」

の
設
置
率
 

10
0％

 
10
0％

 
－
 

市
内
全
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
 

今
後
は
、
学
校
支
援
会
議
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
く
形
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

設
置
に
つ
い
て
の
研
究
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

社
会
 

教
育
課
 

（
３
）
 

青
少
年
の

健
全
育
成
 

青
少
年
関
係
団

体
の
活
性
化
 

青
少
年
育
成
を
対
象

に
し
た
事
業
開
催
件

数
 

2
回
 

2
回
 

 

市
内
各
種
関
係
団
体
、
協
議
会
と
の
情
報
共

有
及
び
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
、
西
海
市
青
少
年
健
全
育
成

大
会
開
催
や
西
海
大
鍋
ま
つ
り
に
お
い
て

「
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
」
啓
発
活
動
を
実
施

し
た
。
 

今
後
も
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
関

連
団
体
及
び
協
議
会
と
情
報
共
有
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
若
手
指
導
者
の

育
成
に
つ
い
て
も
推
進
を
図
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

子
ど
も
体
験
活
動
事

業
申
請
件
数
 

22
件
 

21
件
 

 

「
子
ど
も
体
験
活
動
事
業
」（

子
ど
も
夢
基

金
）
を
制
定
し
、
市
内
の
市
民
団
体
が
行
う

自
然
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
、
本

市
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
に
対
し
、

助
成
を
行
っ
た
。
 

今
後
も
自
然
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し

て
、
本
市
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
育
む
た
め
、
本
事
業
活
用
の
た
め

の
周
知
活
動
を
行
う
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
青
少
年
の
交
流

活
動
の
推
進
 

青
少
年
を
対
象
に
し

た
体
験
・
交
流
事
業

開
催
件
数
 

1
回
 

1
回
 

－
 

西
彼
青
年
の
家
主
催
事
業
で
あ
る
「
子
ど
も

遊
楽
塾
」
に
対
し
、
職
員
の
派
遣
協
力
を
行

っ
た
。
青
少
年
を
対
象
と
し
た
体
験
活
動
や

地
域
・
学
校
・
学
年
の
枠
を
超
え
た
交
流
事

業
が
行
わ
れ
た
。
 

ま
た
、
子
ど
も
会
会
員
を
対
象
に
し
た
交
流

事
業
に
つ
い
て
の
情
報
を
各
単
位
子
ど
も
会

へ
提
供
し
、
数
名
が
参
加
し
た
。
 

西
彼
青
年
の
家
を
は
じ
め
と
す
る
、
体
験
活

動
を
推
進
し
て
い
る
各
関
係
団
体
等
と
協
議

及
び
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
目
指
す
西
海
市

の
子
ど
も
像
に
近
づ
く
た
め
の
事
業
展
開
に

つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
。
 

ま
た
、
他
団
体
が
主
催
す
る
交
流
活
動
事
業

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い
、
参
加
支
援

の
体
制
づ
く
り
を
整
え
る
。
 

Ｂ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

他
市
町
と
の
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
活
動
 

1
回
 

1
回
 

政
策
企
画
 

課
負
担
 

姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
広
尾
町
の
小
学
生

と
の
交
流
事
業
を
実
施
し
た
。平

成
28

年
度

は
、
本
市
に
お
い
て
交
流
事
業
を
展
開
し
た
。 

平
成

29
年
度
も
、広

尾
町
に
お
い
て
交
流
事

業
を
展
開
す
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

学
校
 

教
育
課
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青
少
年
を
有
害

環
境
か
ら
守
る

取
組
の
推
進
 

有
害
図
書
類
等
販
売

店
舗
等
へ
の
立
入
調

査
へ
の
協
力
者
数
 

立
入
調
査
 

10
（
7
月
）、

8（
11

月
）
箇
所
 

登
録
協
力
者
数
 

 
 
 
 
27
 
名
 

立
入
調
査
 

17
（
7
月
）、

17
（
11

月
）
箇
所
 

協
力
者
数

25
名
 

－
 

毎
年

7
月
の
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

全
国
強
調
月
間
」、

11
月
の
「
全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
」
に
併
せ
て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
有
害
図
書
類
等
販
売

店
舗
へ
の
立
入
調
査
を
実
施
し
た
。
各
店
舗

と
も
調
査
に
対
し
協
力
的
で
あ
り
、
改
善
指

導
件
数
は

0
件
で
あ
っ
た
。
 

今
後
も
、
青
少
年
を
有
害
環
境
か
ら
守
る
取

組
と
し
て
、
有
害
図
書
類
販
売
店
舗
等
へ
の

立
入
調
査
と
白
ポ
ス
ト
に
よ
る
有
害
図
書

類
・
が
ん
具
類
を
回
収
す
る
事
業
を
継
続
す

る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

情
報
メ
デ
ィ
ア
の
適

切
な
利
用
法
を
啓
発

す
る
学
習
会
の
開
催
 

4
回
 

4
回
 

－
 

各
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
体
で
開
催
さ
れ
て
い

る
家
庭
教
育
学
級
を
活
用
し
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開

催
し
た
。
 

今
後
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
子
ど

も
が
関
わ
る
危
険
性
に
つ
い
て
の
啓
発
及
び

学
習
講
座
の
開
設
を
推
進
す
る
。
西
海
市
に

お
け
る
メ
デ
ィ
ア
安
全
指
導
員
登
録
者
数
が

1
名
の
み
で
あ
る
た
め
、
行
政
職
員
だ
け
で

な
く
、
な
が
さ
き
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
等
に
も
養
成
講
座
へ
の

参
加
を
促
し
、
幅
広
い
メ
デ
ィ
ア
安
全
指
導

を
目
指
す
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
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中
項
目
 

４
．
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
教
育
環
境
の
構
築
 

小
項
目
 

主
要
施
策
 

成
果
指
標
 

28
年
度
 

27
年
度
 

決
算
額
 

（
千
円
）
 

事
業
内
容
・
成
果
 

課
題
・
方
向
性
 

評
価
 

主
管
課
 

（
１
）
 

安
全
・
安
心

を
確
保
す

る
教
育
環

境
の
実
現
 

教
育
施
設
の
耐

震
化
の
推
進
 

小
中
学
校
の
耐
震
化

率
 

10
0.
0%
 

96
.0
% 

20
8,
67
5 

昭
和

56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
全
て
の
校

舎
及
び
体
育
館
に
つ
い
て
、
平
成

20
年
度
に

実
施
し
た
耐
震

2
次
診
断
結
果
に
基
づ
き
、

緊
急
性
の
高
い
建
物
か
ら
計
画
的
に
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
耐
震
化
の
改
善
を
図
っ
て

い
る
。
江
島
小
中
学
校
の
耐
震
改
修
工
事
が

完
了
し
、
市
内
小
、
中
学
校
施
設
の
耐
震
改

修
事
業
が
終
了
し
た
。
 

江
島
小
中
学
校
の
耐
震
改
修
工
事
が
完
了

し
、
市
内
小
、
中
学
校
施
設
の
構
造
体
に
係

る
耐
震
化
が
完
了
し
た
。
今
後
は
、
校
舎
、

屋
内
運
動
場
に
係
る
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

を
進
め
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。
 

Ａ
 

(Ｂ
) 

教
育
 

総
務
課
 

 
安
全
確
保
を
図

る
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
 

「
ス

ク
ー

ル
ガ

ー

ド
」
を
設
置
し
て
い

る
小
学
校
の
割
合
 

設
置
率
 

85
.7
％
 

12
/1
4 

設
置
率
 

86
.7
％
 

13
/1
5 

－
 

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
充
実
の
た

め
、
地
域
の
協
力
の
下
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」

の
組
織
を
つ
く
り
、
子
ど
も
の
登
下
校
を
見

守
る
運
動
を
推
進
し
た
。
 

取
組
を
継
続
す
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

子
ど
も
の
安
全
確
保

対
策
事
業
 

防
犯
ﾌﾞ
ｻﾞ
ｰ購

入
数
 

24
0
個
 

防
犯
ﾌﾞ
ｻﾞ
ｰ購

入
数
 

23
9
個
 

17
3 

防
犯
ブ
ザ
ー
24
0
個
を
購
入
し
、
新

1
年
生

23
2
人
へ
配
付
を
行
い
、
児
童
の
登
下
校
時

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
。
 

新
1
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
児
童
の
安
全
を
確
保
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

事
業
 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
 

7
台
 

西
彼
地
区

2
台
 

西
海
地
区

5
台
 

内
1
台

10
人
乗
り
 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
 

5
台
 

西
彼
地
区

2
台
 

西
海
地
区

3
台
 

内
1
台

10
人
乗
り
 

28
,3
35
 

遠
距
離
通
学
で
、
路
線
バ
ス
が
な
い
地
区
の

児
童
生
徒
の
通
学
上
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
民
間
業
者
へ
の
委
託
事
業
に
よ
り
市
内

で
7台

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
た
。
 

西
彼
中
学
校
の
生
徒
31
名
、
亀
岳
小
学
校
の

児
童
1名

、
西
海
小
学
校
の
児
童
45
名
及
び
西

海
中
学
校
の
生
徒
52
名
が
利
用
し
、
通
学
の

安
全
、
通
学
費
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
た
。
 

通
学
時
の
児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
及
び

通
学
の
負
担
軽
減
を
行
う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

学
校
 

教
育
課
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放
課
後
の
子
ど

も
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
 

 

西
海
市
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ

ン
ク
登
録
者
数
 

 
 
32
 
名
 

25
 
名
 

－
 

「
西
海
市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ

ン
ク
」
を
設
置
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
学

び
を
支
え
、こ

れ
ま
で
の
学
習
成
果
や
経
験
、

知
識
等
を
学
校
や
地
域
の
活
動
等
に
活
か
す

人
材
や
子
ど
も
た
ち
の
行
動
の
見
守
り
支
援

者
と
し
て
の
登
録
を
行
っ
た
。
 

地
域
の
人
材
や
特
色
を
生
か
し
た
内
容
の
事

業
展
開
を
図
る
と
共
に
、
人
材
バ
ン
ク
へ
の

登
録
周
知
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推

進
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

『
放
課
後
子
ど
も
教

室
』
及
び
『
土
曜
学

習
』
参
加
者
及
び
延

べ
参
加
者
数
 

放
課
後
子
ど
も
教

室
 

西
海
東
小
学
校
 

1,
88
1
名
 

大
島
東
小
学
校
 

75
6
名
 

土
曜
学
習
 

英
会
話
コ
ー
ス
 

45
2
名
 

ふ
る
さ
と
体
験
 

発
見
コ
ー
ス
 81

名
 

申
込
者
数

16
6
名
 

 延
べ
参
加
者
数
 

92
5
名
 

3,
25
3 

放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
、
学
校
の
余
裕
教
室
や

社
会
教
育
施
設
を
活
用
し
た
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
を
開
設
し
た
。
 

・
西
海
東
小
学
校
（
余
裕
教
室
）
 

・
大
島
東
小
学
校
（
大
島
図
書
館
）
 

ま
た
、「

土
曜
学
習
」
を
開
設
し
、
地
域
住
民

等
の
参
画
を
得
な
が
ら
教
科
等
に
関
連
し
た

体
系
的
・
継
続
的
な
体
験
的
活
動
等
の
取
組

を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
な
活

動
拠
点
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
有
意
義
な

過
ご
し
方
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
た
。
 

 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

（
２
）
 

学
校
施
設

の
質
的
改

善
 

学
校
の
適
正
配

置
の
促
進
 

小
・
中
学
校
数
 

小
学
校
 
14

校
 

中
学
校
 
 6

校
 

小
学
校
 
15

校
 

中
学
校
 
 5

校
 

1,
65
1 

西
海
市
立
小
・
中
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画

の
答
申
に
基
づ
き
、
西
海
市
小
中
学
校
適
正

配
置
実
施
計
画
の
後
期
計
画
と
し
て
西
彼
地

区
（
亀
岳
小
・
白
似
田
小
）
及
び
大
崎
地
区

（
大
島
西
小
・
大
島
東
小
・
崎
戸
小
）
の
小

学
校
統
合
事
業
の
推
進
に
取
り
組
み
、
西
彼

地
区
に
つ
い
て
は

H3
0
年

4
月
統
合
で
同
意

を
得
た
。
ま
た
、
雪
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。
 

西
彼
地
区
に
つ
い
て
は
統
合
事
務
を
進
め
、

了
承
を
得
て
い
な
い
大
崎
地
区
及
び
雪
浦
地

区
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
協
議
を
継
続
す

る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

教
育
 

総
務
課
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学
校
屋
外
運
動

場
の
整
備
 

屋
外
運
動
場
改
修
学

校
数
 

工
事
実
施
な
し
 

改
修
済
学
校
 

12
校
 

改
修
済
学
校
 

12
校
 

－
 

子
ど
も
た
ち
が
等
し
く
体
育
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
学
校
屋
外
運
動
場
の
整
備
・
改

修
に
努
め
て
い
る
。目

標
施
設
数

14
校
に
向

け
改
修
を
進
め
て
い
る
が
、
平
成

28
年
度
は

実
績
な
し
。
 

国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
屋
外
運

動
場
の
改
修
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

教
育
 

総
務
課
 

 
学
校
の
情
報
化

の
充
実
 

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
 

市
内
に
お
け
る
光

回
線
の
サ
ー
ビ
ス

状
況
を
確
認
し
、
光

回
線
へ
の
切
替
を

行
っ
た
。
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に

向
け
た
検
討
を
行

っ
た
。
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
係
る
積
算
を

行
い
、
次
年
度
の
予

算
編
成
に
向
け
た

準
備
を
行
っ
た
。
 

－
 

教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
を
結
ぶ
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
は
市

の
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
、
学
校
は
個
別
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
運
営
し
て
い
る
。
双
方
の
通
信

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
す
る
メ
ー
ル
の

み
で
あ
る
。
現
在
、
大
き
な
支
障
は
な
い
が

、
今
後
も
、
同
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
で
の

運
営
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
を
検
討
す
る
。

平
成
28
年
度
は
、
光
回
線
が
3校

で
導
入
さ
れ

た
。
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
及
び
運
用
に
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
市
内
に
お
け
る

光
回
線
の
普
及
状
況
や
直
営
に
よ
る
光
回
線

の
敷
設
計
画
を
踏
ま
え
た
新
た
な
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

教
育
 

総
務
課
 

 
 

小
・
中
学
校
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
必
要

な
周
辺
機
器
及
び
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
整
備
 

設
置
済
校
数
 

中
学
校

6
校
 

小
学
校

14
校
 

設
置
済
校
数
 

中
学
校
 5

校
 

19
,5
78
 

教
育
用
及
び
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
、
電
子
黒
板

等
に
代
表
さ
れ
る
周
辺
機
器
、
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
年
次
的
に
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

を
図
っ
た
。
 

平
成
29
年
度
は
全
小
学
校
に
国
語
、
社
会
、

算
数
、
理
科
を
、
全
中
学
校
に
国
語
、
社
会

、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
整
備
を
完
了
し
、
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
予
定
で
あ
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
サ
ポ
ー
ト

支
援
員
の
設
置
 

支
援
員
 

業
務
委
託
 

2
回
/校

 

支
援
員
配
置
数
 

1
名
 

1,
16
6 

学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
障
害
対
応
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
面
で
の
技
術
支
援
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
へ
の
相
談
や
支
援
に
つ

い
て
、
常
時
対
応
で
き
る
業
務
委
託
を
行
っ

た
。
 

平
成
29
年
度
は
回
数
を
4回

/校
に
増
加
す
る

予
定
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

校
数
 

20
校
 

20
校
 

－
 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
サ
ポ
ー
ト
支
援
員
の
支
援
の
も
と

、
全
学
校
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
作
成
で
き
た

。
 

取
組
を
継
続
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
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学

校
施

設
の

大

規
模
改
修
 

老
朽
校
舎
等
の
大
規

模
改
修
校
数
 

工
事
実
施

1
校
、
実

施
設
計
を

1
校
実

施
 

改
修
済
校
数

11
校
 

工
事
実
施
な
し
 

実
施
設
計
を

2
校
実

施
 

改
修
済
校
数

10
校
 

13
1,
66
6 

老
朽
化
が
著
し
い
学
校
校
舎
等
に
つ
い
て
、

外
壁
や
床
、
給
排
水
設
備
等
施
設
の
大
規
模

改
修
を
年
次
計
画
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
 

平
成

28
年
度
は
、
西
海
小
学
校
に
お
い
て
、

大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
、
亀
岳
小
学
校

に
お
い
て
、
実
施
設
計
業
務
を
行
っ
た
。
 

国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
学
校
施

設
の
大
規
模
改
修
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

教
育
 

総
務
課
 

 
 

玄
関
・
ト
イ
レ
等
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備

校
数
 

整
備
済
校
数
 

8
校
 

整
備
済
校
数
 

8
校
 

－
 

学
校
施
設
は
、
障
が
い
者
（
児
）
等
も
含
む

様
々
な
人
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。目

標
施
設
数

12
校
に
向
け
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、平

成
28

年
度
は
実
績
な

し
。
 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
国
の
交
付
金
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
学
校
施
設
の
大
規
模
改
修

に
合
せ
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

教
育
 

総
務
課
 

 
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
施
設
設
置
校

数
 

設
置
済
校
数
 

3
校
 

設
置
済
校
数
 

3
校
 

－
 

環
境
負
荷
の
低
減
や
、
自
然
と
の
共
生
等
を

考
慮
し
、
太
陽
光
・
風
力
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
緑
化
、
木
材
の
利
用

等
学
校
施
設
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
削
減
に
努
め
る
と
し
て
い
る
が
、
平
成

28
年
度
は
実
績
な
し
。
 

今
後
に
つ
い
て
は
、
九
州
電
力
の
政
策
方
針

の
転
換
に
よ
り
設
置
目
標
の
設
定
が
困
難
な

た
め
、
学
校
施
設
は
当
面
の
期
間
実
施
し
な

い
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

教
育
総
務

課
（
環
境
政

策
課
）
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中
項
目
 

５
．
地
域
を
支
え
る
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
 

小
項
目
 

主
要
施
策
 

成
果
指
標
 

28
年
度
 

27
年
度
 

決
算
額
 

（
千
円
）
 

事
業
内
容
・
成
果
 

課
題
・
方
向
性
 

評
価
 

主
管
課
 

（
１
）
 

文
化
・
芸
術

活
動
の
推

進
 

文
化
芸
術
と
触

れ
合
う
機
会
の

創
出
 

優
れ
た
文
化
・
芸
術

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
回
数
 

1
回
 

（
県
展
移
動
展
）
 

1
回
 

（
舞
台
芸
術
）
 

－
 

文
化
協
会
と
連
携
し
、
県
展
移
動
展
を
開
催

し
、
市
民
が
優
れ
た
文
化
・
芸
術
に
触
れ
合

う
機
会
を
提
供
し
、
文
化
の
振
興
を
図
っ

た
。
 

今
後
も
継
続
し
て
文
化
協
会
の
事
業
の
取

組
を
支
援
し
、
文
化
の
振
興
に
努
め
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

文
化
施
設
の
整
備
・

活
用
 

大
島

文
化

ホ
ー

ル

大
規
模
改
修
工
事
 

大
島

文
化

ホ
ー

ル

大
規

模
改

修
工

事

実
施
設
計
一
式
 

13
7,
78
3 

大
島
文
化
ホ
ー
ル
の
外
部
及
び
内
部
全
体

に
わ
た
る
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
し
た

こ
と
で
、
老
朽
化
に
よ
る
不
良
箇
所
の
改
修

や
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
及
び
長
寿
命
化
が
図
ら
れ
た
。
 

今
後
も
文
化
ホ
ー
ル
を
文
化
振
興
の
拠
点

施
設
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
く
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

小
・
中
学
校
文
化
活

動
支
援
事
業
 

文
化
祭
開
催
数
 

1
回
 

文
化
祭
開
催
数
 

1
回
 

30
2 

大
島
文
化
ホ
ー
ル
が
改
修
工
事
の
た
め
、
規

模
を
縮
小
し
、
第

10
回
西
海
市
小
・
中
学

校
総
合
文
化
祭
が
、
平
成

28
年

10
月

27

日
に
西
彼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
中
学
生
の
音
楽
演
奏
発
表
が
あ

り
、
学
校
関
係
者
、
保
護
者
、
地
域
の
大
勢

の
観
客
が
見
守
る
中
、
盛
会
に
終
了
し
た
。
 

取
組
を
継
続
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

学
校
 

教
育
課
 

  

文
化

団
体

の
交

流
活
動
の
促
進
 

全
市
的
な
文
化
祭
等

の
開
催
 

3
回
 

（
文
化
祭
・
舞
台
発

表
1
回
、
文
化
祭
・

展
示

1
回
、
音
楽
祭

1
回
）
 

3
回
 

（
総
合
文
化
祭

1

回
、
展
覧
会

1
回
、

音
楽
祭

1
回
）
 

－
 

文
化
協
会
主
催
に
よ
る
第

6
回
西
海
市
文

化
祭
（
舞
台
発
表
・
6
月
）、

第
5
回
西
海

市
文
化
展
（
展
示
・
11

月
）
及
び
文
化
協

会
加
盟
団
体
に
よ
る
第

4
回
西
海
市
民
音

楽
祭
(1

月
)の

開
催
を
支
援
し
た
。
 

文
化
協
会
が
主
催
す
る
事
業
を
支
援
し
、
市

民
の
文
化
活
動
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

西
海
市
文
化
協
会
の

加
入
促
進
 

52
9
人
 

（
賛
助
会
員
含
む
）
 

56
0
人
 

(賛
助
会
員
含
む
) 

5,
85
0 

文
化
協
会
へ
の
加
入
を
促
進
す
る
た
め
、
子

ど
も
や
高
齢
者
対
象
の
講
座
を
実
施
し
た
。

ま
た
芸
術
観
賞
ツ
ア
ー
、
広
報
紙
・
機
関
誌

発
行
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
協
会
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
た
。
 

高
齢
化
等
に
よ
り
会
員
が
減
少
し
て
い
る
。

会
員
増
加
に
向
け
た
文
化
協
会
の
各
種
事

業
を
支
援
す
る
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
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（
２
）
 

文
化
財
の

保
存
・
活
用
 

文
化

財
の

公

開
・
研
究
 

西
海
市
歴
史
民
俗
資

料
館
の
あ
り
方
等
検

討
委
員
会
の
設
置
 

答
申

に
基

づ
く

検

討
結
果
の
実
施
 

答
申

に
基

づ
く

検

討
結
果
の
実
施
 

－
 

西
海
・
崎
戸
・
大
瀬
戸
の
各
歴
史
民
俗
資
料

館
に
収
蔵
し
て
い
る
資
料
の
台
帳
作
成
を

継
続
す
る
た
め
の
専
門
職
員
の
配
置
を
継

続
し
て
行
っ
た
。
 

調
査
・
研
究
の
成
果
を
公
開
す
る
な
ど
の
市

民
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
史
・
文

化
の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
の
検
討
を
行

う
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
文

化
財

の
保

存
・
活
用
 

西
海
市
史
跡
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
 

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

を

活
用

し
た

事
業

の

実
施
 

適
宜
追
記
、
増
刷
 

25
 

平
成

24
年
度
に

1,
00
0
部
作
成
し
た
『
西

海
市
の
文
化
財
』
は
、
28

年
度
中
に
全
て

配
布
を
終
え
た
。
 

ま
た
、「

西
海
市
の
文
化
財
」
の
活
用
の
一

環
と
し
て
、「

さ
い
か
い
ふ
る
さ
と
発
見
講

座
」
を
全

3
回
実
施
し
、
計

80
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。
 

さ
ら
に
は
、
市
内
の
地
質
鉱
物
を
紹
介
す
る

た
め
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
「
西
海
ま
る

ご
と
地
質
図
鑑
」
を
作
成
し
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
小
学

校
に
配
付
し
、
地
質
資
源
の
周
知
及
び
利
活

用
を
図
っ
た
。
 

第
1
版
の
残
数
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
そ
の
後
新
た
に
追
加
さ
れ
た
指
定

文
化
財
も
あ
る
た
め
、
内
容
更
新
と
増
刷
の

た
め
の
文
化
財
の
調
査
を
進
め
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

文
化
財
の
調
査
・
研

究
着
手
件
数
 

3
件
 

（
累
計
）
 

2
件
 

（
累
計
）
 

4,
28
9 

平
成

28
年
度
か
ら
「
さ
い
か
い
解
明
新
書

事
業
」
に
着
手
し
、
地
質
調
査
等
を
行
っ
た

ほ
か
、
崎
戸
歴
史
民
俗
資
料
館
で
化
石
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
行
い
、
作
業
風
景
を
公

開
し
て
い
る
。
 

調
査
・
研
究
の
成
果
を
公
開
し
、
市
民
の
歴

史
文
化
の
意
識
向
上
に
繋
げ
る
取
組
み
を

推
進
す
る
ほ
か
、
現
在
の
取
組
み
を
継
続
す

る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
地

域
伝

統
文

化

の
継
承
 

伝
統
文
化
の
記
録
・

保
存
件
数
 

13
件
 

(累
計
) 

13
件
 

(累
計
) 

－
 

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
各
地
域

に
あ
る
文
化
遺
産
を
活
用
継
承
す
べ
く
、
平

成
27

年
度
に
定
め
た
西
海
市
地
域
遺
産
認

定
規
則
に
該
当
す
る
地
域
遺
産
に
つ
い
て
、

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
に
対
し
制
度
説

明
を
行
っ
た
。
 

各
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て
は

行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
体
制
作
り
を

目
指
す
。
ま
た
、
保
存
に
つ
い
て
は
、
指
定

文
化
財
を
中
心
に
記
録
保
存
を
図
る
。
 

Ｃ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
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（
３
）
 

活
力
あ
る

ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
 

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の

開
催
数
（
年
間
）
 

小
学
生
水
泳
教
室
、

全
年

代
対

象
水

泳

教
室
、
水
中
歩
行
教

室
、
小
学
生
水
泳
大

会
、

幼
児

体
操

教

室
、
中
学
生
陸
上
競

技
合
同
練
習
会
 

計
49

回
 

小
学
生
水
泳
教
室
、

全
年

代
対

象
水

泳

教
室
、
水
中
ア
ク
ア

ビ
ク
ス
教
室
、
小
学

生
水
泳
大
会
、
幼
児

体
操
教
室
 

計
16

回
、
 

16
0 

平
成

28
年
度
は
、
大
瀬
戸
プ
ー
ル
に
お
い

て
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室
、
一

般
の
水
泳
教
室
、
水
中
歩
行
教
室
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
幼
児
体
操
教
室
を
各
地
区
で
計

4
回
開
催
し
た
。
加
え
て
ス
ポ
ー
ツ
専
門
指

導
員
に
よ
る
中
学
生
陸
上
競
技
合
同
練
習

会
を

2
回
開
催
し
た
。
 

幼
児
か
ら
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
事
業

が
主
で
あ
り
、
取
組
に
偏
り
が
あ
る
。
今
後
、

青
年
・
壮
年
層
に
対
し
て
は
、
部
活
動
や
体

育
協
会
な
ど
の
組
織
を
中
心
に
競
技
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
の
対
応
を
図
る
。
高
齢
者
は
教

室
の
開
催
場
所
な
ど
に
出
向
く
こ
と
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に

よ
る
出
前
講
座
等
で
、
き
め
細
か
な
対
応
を

行
う
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

総
合
型
ク
ラ
ブ
設
立

団
体
数
 

設
立
団
体
 

1
団
体
 

(累
計
）
 

設
立
団
体
 

1
団
体
 

(累
計
）
 

－
 

現
在
、
大
瀬
戸
地
区
に

1
団
体
設
置
し
、
陸

上
競
技
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
春

季
・
冬
季
計

2
回
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
を
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。
 

総
合
型
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
体
育
協
会
の

単
協
組
織
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
他
組

織
が
存
在
し
、
総
合
型
を
推
進
し
て
い
く
メ

リ
ッ
ト
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
な
ど
の

意
見
も
あ
り
、
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
連
携
し
て
設
置
数
の
増
加
を
目
指

す
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
育
成
数
 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
 

マ
ネ
ジ
ャ
ー
数
 

2
人
 

(累
計
) 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
 

マ
ネ
ジ
ャ
ー
数
 

2
人
 

(累
計
) 

－
 

平
成

23
年
度
か
ら
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

養
成
講
習
会
が
東
京
な
ど
都
市
圏
の
み
の

開
催
と
な
っ
た
の
で
参
加
者
が
い
な
か
っ

た
。
 

総
合
型
ク
ラ
ブ
の
設
置
と
併
せ
て
育
成
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
養
成
講
習
会
は
各
県
独
自
の
開
催

が
可
能
で
あ
り
、
有
資
格
者
の
増
加
を
目
指

す
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
育
成
 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
講
習
会
（
年

間
）
 

開
催
実
績
 

な
し
 

開
催
実
績
 

な
し
 

－
 

平
成

28
年
度
は
指
導
者
講
習
会
を
検
討
し

た
が
、
開
催
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。
 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
団
体
及
び
指
導
者
の

登
録
把
握
に
努
め
、
講
習
会
を
開
催
し
指
導

者
の
育
成
を
図
る
。
 

Ｃ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講

習
会
へ
の
派
遣
回
数

（
年
間
）
 

派
遣
実
績
 

な
し
 

派
遣
実
績
 

な
し
 

－
 

平
成

28
年
度
は
、
指
導
者
講
習
会
へ
の
派

遣
は
な
か
っ
た
。
 

競
技
団
体
の
指
導
者
の
資
質
向
上
の
た
め
、

指
導
者
講
習
会
の
開
催
や
派
遣
を
行
い
、
指

導
者
の
育
成
を
図
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

西
海
市
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録

者
数
 

未
登
録
 

未
登
録
 

－
 

長
崎
県
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
に
は

9

人
登
録
し
て
い
る
が
、
西
海
市
で
は
本
制
度

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
 

登
録
者
数
ゼ
ロ
を
解
消
す
る
た
め
に
派
遣

費
の
負
担
に
対
す
る
補
助
等
の
助
成
な
ど

も
検
討
し
、
登
録
者
数
の
増
加
を
目
指
す
。
 

ま
た
、「

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ

ン
ク
」
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

活
動
事
業
 

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委

員
会
開
催

6
回
、
研

修
会
参
加

5
回
、
教

室
等
開
催

4
回
、
事

業
協
力

4
回
 

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委

員
会
開
催

6
回
、
 

行
事

・
教

室
参

加

10
回
、
研
修
会
参

加
3
回
 

2,
74
6 

各
種
会
議
の
開
催
、
県
民
体
操
で
あ
る
が
ん

ば
ら
ん
ば
体
操
の
普
及
、
さ
い
か
い
シ
テ

ィ
・
ウ
ォ
ー
ク
の
企
画
運
営
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
行
事
へ
の
協
力
及
び
研
修
会
参
加
な
ど
、

年
間
を
通
じ
て
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ

た
。
 

委
員
間
に
活
動
に
対
す
る
温
度
差
が
あ
る

も
の
の
、
他
市
町
に
比
べ
て
も
活
発
な
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
 

今
後
も
、
出
前
講
座
の
講
師
等
と
し
て
活
動

の
充
実
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
競
技
力
の
向
上
 

 
西
海
市
体
育
協
会
加

盟
団
体
数
 

加
盟
団
体
数
 

19
団
体
 

(う
ち
休
部

2)
 

加
盟
団
体
数
 

19
団
体
 

(う
ち
休
部

2)
 

－
 

競
技
団
体
加
盟
数
は
、
単
協
競
技
団
体

16

団
体
（
う
ち
休
部

2）
、
地
域
総
合
型
ク
ラ

ブ
1
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

2
団
体
の
計

19
団
体
の
状
況
で
あ
る
。
 

体
育
協
会
加
入
団
体
が
年
々
減
少
の
傾
向

に
あ
り
、
競
技
人
口
を
い
か
に
し
て
維
持

し
、
増
や
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

県
民
体
育
大
会
参
加

者
数
（
年
間
）
 

26
3
人
 

24
5
人
 

－
 

平
成

28
年
度
は
、
体
協
を
通
し
て

26
3
名

の
参
加
者
を
派
遣
し
た
。
 

（
主
な
成
績
）
 

・
陸
上
競
技
 

男
子
砲
丸
投
(3
0
歳
未
満
)溝

 
真
実

1
位
 

30
00
ｍ
(女

50
歳
以
上
)岩

本
ふ
み
子

1
位
 

・
弓
道
 

男
子
（
遠
的
）
優
勝
 

女
子
（
近
的
）
個
人
優
勝
 
中
村
小
百
合
 

体
育
協
会
と
連
携
し
、
競
技
人
口
の
拡
充
を

図
り
、
競
技
力
の
向
上
を
目
指
す
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

西
海
市
体
育
協
会
補

助
金
 

加
盟
団
体
数
 

17
団
体
 

休
部

2
団
体
 

会
員
数
 

2,
38
1
人
 

加
盟
団
体
数
 

17
団
体
 

休
部

2
団
体
 

会
員
数
 

2,
52
3
人
 

12
,9
40
 

体
育
協
会
加
盟
団
体
の
総
括
的
な
育
成
推

進
が
図
ら
れ
た
。
 

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
強
化
や
軽
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
広
く
貢
献
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
も
含
め
、
法
人
化
さ

れ
た
体
育
協
会
の
組
織
強
化
を
目
指
し
支

援
す
る
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

西
海
市
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
開
催
補
助
金
 

申
込
み
数
 

83
5
人
 

申
込
み
数
 

92
8
人
 

2,
36
3 

大
会
の
参
加
者
増
及
び
魅
力
化
を
図
る
た

め
、
前
回
大
会
に
引
き
続
き
飲
食
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、「

お
も
て
な
し
券
」
を
参
加
者
に

発
行
し
て
飲
食
を
行
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
行
っ
た
。
ま
た
、
競
技
中
の
参
加
者
の

安
全
面
を
考
え
、
大
瀬
戸
警
察
署
と
も
協
議

し
、
よ
り
安
全
な
コ
ー
ス
の
設
定
を
行
っ

た
。
 

市
内
の
参
加
者
が
頭
打
ち
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
内
小
中
学
校
を
通
し
て
、
市
内
児
童

生
徒
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
今

後
も
、
観
光
事
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
強
化

し
、
市
外
か
ら
の
参
加
者
増
加
を
目
指
す
。
 

Ａ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
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西
海
市
ス
ポ
ー
ツ
大

会
出
場
補
助
金
 

補
助
対
象
 

40
件
 

補
助
対
象
 

10
件
 

1,
07
5 

本
市
の
競
技
力
向
上
事
業
と
し
て
、
九
州
大

会
以
上
の
上
位
大
会
に
代
表
と
し
て
出
場

し
た
児
童
生
徒
及
び
体
協
未
加
盟
団
体
に

対
し
て
、
大
会
出
場
費
の
助
成
を
行
っ
た
。
 

出
場
補
助
金
の
支
出
に
つ
い
て
体
育
協
会

ま
た
は
市
か
ら
の
助
成
の

1
本
化
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
出
場
補
助
金
を

見
直
し
、
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
。
 

Ａ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

（
４
）
 

ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
充

実
 

ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
充
実
 

体
育
施
設
整
備
計
画

に
基
づ
く
施
設
整
備

進
捗
率
 

実
施
件
数
な
し
 

大
瀬
戸
総
合
運
動

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
改
修
工
事
 

0 

平
成

28
年
度
は
体
育
施
設
整
備
計
画
に
基

づ
く
改
修
実
績
な
し
 

 

旧
町
よ
り
継
続
し
た
施
設
の
数
が
多
く
、
ま

た
主
要
施
設
に
関
し
て
も
老
朽
化
が
激
し

く
大
規
模
修
繕
を
伴
う
修
繕
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
廃
止
を

含
め
て
体
育
施
設
整
備
計
画
を
見
直
し
、
年

次
計
画
で
整
備
充
実
を
図
る
。
 

Ｃ
 

(Ａ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
体
制
づ
く
り
 

ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提

供
 

提
供
回
数
 

10
回
 

提
供
回
数
 

12
回
 

－
 

広
報
誌
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
情
報
や
結

果
報
告
な
ど
の
提
供
を
行
っ
た
。
 

広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
広
報
や
開
催
情
報
の
更
新
等
を
行

う
こ
と
に
は
、
時
間
的
な
ロ
ス
や
イ
ベ
ン
ト

の
認
知
度
の
関
係
で
効
果
が
低
い
。
現
在
の

方
法
に
加
え
、
希
望
者
の
携
帯
端
末
等
に
直

に
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
な
方
法
の
検
討

を
行
う
。
 

Ｂ
 

(Ｂ
) 

社
会
 

教
育
課
 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
情
 

報
交
換
会
開
催
回
数
 

未
実
施
 

未
実
施
 

－
 

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
情
報
交
換
会
を
開
催
す

る
た
め
の
基
礎
と
な
る
市
内
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
実
態
調
査
を
実
施
し
た
が
、
情
報
交
換

会
の
実
施
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
関
係
者
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
、
体
育
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
情

報
交
換
会
・
連
絡
会
を
開
催
す
る
。
 

Ｃ
 

(Ｃ
) 

社
会
 

教
育
課
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